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文部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」 

リテラシーレベルに認定・応用基礎レベルプラスに選定 

～応用基礎レベルプラスは公立大学で唯一の選定～ 
 

横浜市立大学は、文理問わず全学部の学生を対象とした「ADEPT プログラム（AI Data Science 

Education Program for Tomorrow）」が、令和４年 8 月 24 日付で文部科学省から「数理・データ

サイエンス・AI 教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）＊１」に認定されました。また、デ

ータサイエンス学部の学生を対象とした「データサイエンス人材育成プログラム」が、同日に「数

理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度（応用基礎レベル）＊２プラス」に選定されま

した。 

 

「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度（応用基礎レベル）プラス」は、「数理・

データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度（応用基礎レベル）」に認定されたプログラムのう

ち、先導的で独自の工夫・特色を有するプログラムに与えられるものです。今回が第１回目で、

本学を含めて全国で９大学（国立６、公立１、私立２）のみが選定されました。 

 本学は、2018 年には首都圏初のデータサイエンス学部＊３を、2020 年には博士後期課程を含む

データサイエンス研究科を設置した大学として、データサイエンス学部のみならず、人文社会科

学系や理学系、医学系を含めた全学部でデータをもとに事象を適切に分析・説明できる素養と技

能「データ思考」をもった人材の育成に取り組んでいきます。 

 

文部科学省ホームページ（認定・選定結果）： 

  https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/1413155_00011.htm 

 

【ADEPT（アデプト）プログラムの特色】 

全学部（国際教養学部・国際商学部・理学部・データサイエンス学部・医学部）の学生を対象と

した「ADEPT プログラム」は、修得した知識・技能を基に、人間中心とした適切な判断ができ、

自らの意志でデータや AI 技術を有効かつ、安全に活用することができる素養を身に付けることを

目的としています。 

データを読み、説明し、扱う事ができる基礎的能力を身に付け、学修した数理・データサイエ

ンス・AI に関する知識・技能を基に適切な活用方法等を体系的に修得できるプログラムとなって

います。ADEPT プログラム科目のうち、必修科目 2 科目、選択必修科目 1 科目以上を履修するこ

とで修了となります。 

2022 年 8 月 31 日 

教 育 推 進 課 

文部科学記者会 

横浜市政記者会 同時発表 
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ADEPT プログラム| YCU 横浜市立大学 (yokohama-cu.ac.jp) 

【データサイエンス人材育成プログラムの特色】 

データサイエンス学部の学生を対象とした「データサイエンス人材育成プログラム」は、デー

タからストーリーを紡ぐ「データ思考」を涵養した上で、より良い社会を構築し、データサイエ

ンス研究を牽引する人材となることを目的としています。

数学、統計学、情報学といったデータサイエンスの基礎となる科目と、データサイエンスが展

開される社会との連携を意識した科目で構成されています。１年次前期から基礎的な科目だけで

なく、企業や官公庁等の現場の第一線で活躍するゲスト講師による「データサイエンスセミナー」

を通じて、データサイエンスが社会において果たす役割を学びます。３年次には、企業や官公庁

と連携した PBL を通じて、これまで学んだ内容の社会での活用を実践的に学んでいきます。 

 データサイエンス人材育成プログラム科目のうち、必修科目 19 科目、選択必修科目 1 科目以上

を履修することで修了となります。 

データサイエンス人材育成プログラム | YCU 横浜市立大学 (yokohama-cu.ac.jp) 

用語説明・参考 

＊1 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度（リテラシーレベル） 

この認定制度は、学生の数理・データサイエンス・AI への関心を高め、かつ、数理・データサ

イエンス・AI を適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育成することを目的として、数理・

データサイエンス・AI に関する知識及び技術について体系的な教育を行うものを文部科学大臣が

認定及び選定して奨励するものです。 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00002.htm 
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Press Release  

 

3 

＊2 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度（応用基礎レベル） 

この認定制度は、大学（大学院を除き、短期大学を含む。）及び高等専門学校の正規の課程で

あって、数理・データサイエンス・ＡＩを活用して課題を解決するための実践的な能力を育成す

ることを目的として、数理・データサイエンス・ＡＩに関する知識及び技術について体系的な教

育を行うものを文部科学大臣が認定及び選定して奨励するものです。 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00002_00003.htm 

 

＊3 横浜市立大学データサイエンス学部 

2018 年 4 月に首都圏初のデータサイエンス学部として設置され、社会の動きに先鞭をつけた

学部として、データサイエンスの教育と研究及び社会実装に精力的に取り組んでいます。 

https://www.yokohama-cu.ac.jp/academics/ds/feature.html 
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① 学校名

② 大学等の設置者 ③ 設置形態

④ 所在地

⑤ 申請するプログラム名称

⑥ プログラムの開設年度 年度 ⑦応用基礎レベルの申請の有無 有

⑧ 教員数 人 人

⑨ プログラムの授業を教えている教員数 人

⑩ 全学部・学科の入学定員 人

⑪ 全学部・学科の学生数（学年別） 総数 人

１年次 人 人

３年次 人 人

５年次 人 人

⑫ プログラムの運営責任者

⑬ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

⑭ プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

⑮ 申請する認定プログラム

連絡先

所属部署名 担当者名

E-mail 電話番号

40

4,252

２年次

（責任者名） 中條　祐介 （役職名）

101

983950

900

ADEPTプログラム管理部会長

高等教育推進センター

ADEPTプログラム管理部会

６年次 74

様式１

（常勤）

神奈川県横浜市金沢区瀬戸２２－２

891

横浜市立大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）　申請様式

778 （非常勤）

ADEPTプログラム

公立大学公立大学法人横浜市立大学

令和3

acaplan@yokohama-cu.ac.jp 045-787-8944

４年次

星野　高宏

1,149

学務・教務部　教育推進課　学術企画担当

（責任者名） 高等教育推進センター長中條　祐介 （役職名）

（責任者名） 山崎　眞見

995

（役職名）

認定教育プログラム

高等教育推進センター長

1
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①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

1/0 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

2 ○

2 ○

2 ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

1/0 ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○

1 ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

プログラミング基礎

データ分析基礎

課題探究科目（データサイエンス・リテラシー１）

社会調査法入門

情報倫理

授業科目

様式２－１

授業科目

情報コミュニケーション入門/情報リメディアル

総合講義（データサイエンス入門）

総合講義（企業家に学ぶ）

プログラミング基礎

ビジネス統計Ⅰ

課題探究科目（データサイエンス・リテラシー１）

社会調査法入門

授業科目

情報倫理

全学開講

全学開講

全学開講

全学開講

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得る
もの」の内容を含む授業科目

プログラムを構成する授業科目について

「領域横断型　ADEPTプログラム」は、事前に参加申請を行い、プログラムを構成する「必修科目（下記１・２）」、「選択科目（下記３～１２）」から
１単位以上取得した場合に、プログラム修了とする。
（１）必修科目：１．情報コミュニケーション入門/情報リメディアル、２．総合講義（データサイエンス入門）
（２）選択科目：３．総合講義（企業家に学ぶ）、４．プログラミング基礎、５．データ分析基礎、６．ビジネス統計Ⅰ、７．ビジネス統計Ⅱ、８．基礎
物理学実験、９．課題探究科目（データサイエンス・リテラシー１）、10．課題探究科目（データサイエンス・リテラシー２）、11．社会調査法入門、
12．情報倫理

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結び
ついている」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講

開講状況

全学開講

学部・学科によって、修了要件は相違しない

全学開講

全学開講

全学開講

全学開講

全学開講

全学開講

全学開講

開講状況開講状況

全学開講

全学開講

授業科目

情報コミュニケーション入門/情報リメディアル

総合講義（データサイエンス入門）

2
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単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

1/0 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ ○ 2 ○

2 ○ 2 ○ ○

1 ○

1 ○

2 ○

2 ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

1/0 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○

1 ○

2 ○

2 ○ ○

2 ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

1/0 ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○

1 ○ 2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○

1 ○ ○ ○

課題探究科目（データサイエンス・リテラシー１）

課題探究科目（データサイエンス・リテラシー２）

社会調査法入門

全学開講

全学開講

全学開講

授業科目

授業科目 授業科目

プログラミング基礎

データ分析基礎

ビジネス統計Ⅰ

ビジネス統計Ⅱ

授業科目

課題探究科目（データサイエンス・リテラシー１）

課題探究科目（データサイエンス・リテラシー２）

社会調査法入門

全学開講

全学開講

全学開講

情報コミュニケーション入門/情報リメディアル

総合講義（データサイエンス入門）

プログラミング基礎

データ分析基礎

ビジネス統計Ⅰ

ビジネス統計Ⅱ

基礎物理学実験

全学開講

全学開講

授業科目

情報コミュニケーション入門/情報リメディアル

総合講義（データサイエンス入門）

全学開講

開講状況

全学開講 全学開講

全学開講 全学開講

開講状況授業科目

情報コミュニケーション入門/情報リメディアル

総合講義（データサイエンス入門）

総合講義（企業家に学ぶ）

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講

全学開講

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データ
サイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

全学開講

全学開講

全学開講

プログラミング基礎

データ分析基礎

課題探究科目（データサイエンス・リテラシー１）

社会調査法入門

情報倫理

全学開講

全学開講

全学開講

全学開講

全学開講

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア
等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

全学開講

全学開講

全学開講

開講状況

全学開講

3
6



⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

授業科目 選択項目 授業科目

・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、敵対的生成ネットワーク、強化学習、転移学習、分析データ蓄積・処理の技
術進化Google誕生によるビッグデータ時代の到来「総合講義（データサイエンス入門）」（5，12回目）
・新しいテクノロジーの社会実装（データやAI活用によるビジネスを含む）「総合講義（企業家に学ぶ）」（2～14回）

・データ作成、情報化社会のあゆみと法制度と情報倫理、調査データ、実験データ「情報倫理」（2，14，15回目）
・社会調査の種類、社会で活用されているデータ（政策・制度づくり、計画策定、社会福祉サービス利用の判断支援な
ど）
1次データ、2次データ、データのメタ化、構造データ、非構造化データ（文章、画像、音声・音楽など）、データの作成、
データのオープン化（オープンデータ）「社会調査法入門」（2回目）

・研究開発，仮説検証，原因究明，計画策定，調達，製造，物流，販売，マーケティング，サービス，判断支援，活動代
替，新規生成，「総合講義（データサイエンス入門）」（1～14回目）
・統計的仮説検定の考え方「課題探究科目（データサイエンス・リテラシー１）」（13回目）
・現代社会におけるプログラミング事情，シミュレーションの方法「プログラミング基礎」（2，13回目）

選択項目

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

講義内容

・コンピュータと社会「情報コミュニケーション入門」（ 1回目）
・ビッグデータ，データを起点としたものの見方、データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの
見方、AI、データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化、人間の知的活動とAIの関係性、計算機
の処理速度の向上、「総合講義（データサイエンス入門）」（1～3，5～14回目）

4
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1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

現代における情報化社会において、数理・データサイエンス・ＡＩを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的素養を身に付けることが重要となっている。
本プログラムでは、様々な分野，社会におけるデータ・AIの活用についての現状や、データを扱う上での留意事項等について理解するとともに、修得した知識・技能を基
に、人間中心とした適切な判断ができ、自らの意志でデータやＡＩ技術を有効かつ、安全に活用することができる素養を身に付けることができる。

https://www.yokohama-cu.ac.jp/univ/activity/people_development/index.html

・社会調査のサイクル（課題抽出と定式化、データの取得、管理、加工、解析、結果の共有、課題解決に向けた提案）
「社会調査法入門」（3回目）
・流通，金融，インフラ，公共，ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹，「総合講義（データサイエンス入門）」（1
～14回目）

・図形処理（データの可視化，アニメーション表現），プログラミング総論（プログラムの役割，プログラミング言語の種類，開発環
境）「プログラミング基礎」（2～14回目）
・社会調査のデザイン、データの解析や可視化を含む全体の流れ，構造データ、非構造化データ（文章、画像、音声・音楽など）
「社会調査法入門」（4回目）
・グラフ機能，データベース機能，オープンデータの利用，計算の表現「情報コミュニケーション入門」（6～10回目）

・質的データを表やグラフに表現し、情報を整理する「課題探究科目（データサイエンス・リテラシー１）」（6，7回目）
・「課題探究科目（データサイエンス・リテラシー２）」（4，5回目）
・多変量データの分析（相関関係，回帰分析の基礎，可視化，質的情報の処理，クロス集計）「データ分析基礎」（9，10
回目）

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と
組み合わせることで価値を創出
するもの

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

・時系列データ、分布の形・中心・散らばり、2つのデータの関係性（量的・質的データ）「ビジネス統計Ⅰ」（2～7回目）
・データの種類、データのばらつき「基礎物理学実験」（1回目）
・様々なデータの種類と種類に応じたデータの処理方法、データ取得の方法(調査)、統計量を用いたデータ記述の方法、 相関関
係と因果関係「課題探究科目（データサイエンス・リテラシー１）」（2，4，8，9，11回目）

・測定システムを構築し電流や温度を制御する、電圧を定期的に測定「基礎物理学実験」（3，4回目）
・変数間の相関関係、 変数間の相関関係「課題探究科目（データサイエンス・リテラシー２）」（2，3，8，9回目）
・二項分布、正規分布、標準正規分布「ビジネス統計Ⅰ」（11～13回目）
・母集団と標本、正規分布、仮説検定、回帰分析「ビジネス統計Ⅱ」（2～14回）

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

・忘れられる権利、データ倫理:データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護、AI社会原則、データバイアス、AIサービスの責任論 、データ・AI活用における負の
事例紹介「総合講義（データサイエンス入門）」（4回目）
・データに関する倫理やデータ・アルゴリズムの偏りを理解「課題探究科目（データサイエンス・リテラシー１）」（5回目）
・プライバシーと個人情報保護、情報化社会のあゆみと法制度と情報倫理、知的財産権と著作権の保護、サイバーセキュリティ法制の概要「情報倫理」（1～15回
目）
・研究倫理について、個人情報保護、データの倫理（捏造、改ざん、盗用、プライバシー保護）、データバイアス、調査協力者の扱い「社会調査法入門」（7回目）

・情報セキュリティの三要素の法制度の概要、完全性(integrity)、機密性(confidentiality)、可用性(availability)、情報モ
ラル（ネチケット）、メディアリテラシー、サイバー犯罪、サイバーセキュリティ法制の概要「情報倫理」（1～15回目）
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介「総合講義（データサイエンス入門）」（4回目）
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①プログラム開設年度 年度

②履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

国際教養学部 270 1080 23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 2%

国際商学部 260 1040 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 24 2%

理学部 120 480 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 3%

データサイエンス学部 60 240 28 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28 12%

医学部 190 940 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 1%

合　計 900 3780 95 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 95 3%

様式３

プログラムの履修者数等の実績について

令和3

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和3年度 令和2年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度 履修者数
合計 履修率
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① プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

② 体制の目的

③ 具体的な構成員

④ 履修者数・履修率の向上に向けた計画

令和３年度実績 3% 令和４年度予定 12% 令和５年度予定 23%

令和６年度予定 36% 令和７年度予定 51% 収容定員（名） 3,780

履修率向上によって目標履修者数を達成するため、令和３年度より、プログラム対象科目
（必修科目）について、各学部の時間割を調整し、全学部生が履修可能な時間へ配置した。
以後の取り組みにより、5年目以降には全学部生の半数以上が履修できる体制を構築す
る。

令和４年度以降は、履修率の向上に向けて、以下のような取組を重ねる。
（１）時間割配置の変更および工夫
（２）学生周知の徹底：新学期オリエンテーション等での周知
（３）履修指導
（４）学部単位での履修ロードマップ、履修モデルの作成
（５）全学部の年度計画化：令和４年度から「データ思考」を全学部・研究科の共通課題に位
置づけ、各学部は、本プログラムを含めた年度目標を立てて自己点検評価を行う。

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

高等教育推進センター

高等教育に関する全学的な戦略及び方針策定を行い、実施、推進するため、高等教育推
進センターを設置（令和4年度）。データ思考にかかる教育推進に関する事項を含め、全学
的な方針及び戦略の策定を所掌する。
（なお、令和3年度までは「データサイエンス推進センター」にてデータ思考に係る教育の方
針決定を所掌していたが、高等教育推進センターの設置に伴い発展的に解消、移行され
た）

高等教育推進センター長　中條祐介（副学長）
高等教育推進副センター長　本多尚（共通教養長）、船越健悟（医学部教授）、小林謙一（学
務・教務部長）
教育開発部門長（データ思考教育に関する開発を含む）　中條祐介（副学長）

※なお、具体的なプログラムの構築・改善に際しては、「数理・データサイエンス・AI教育プロ
グラム（リテラシーレベル）」のプログラム担当教員により構成されるワーキング「ADEPTプロ
グラムWG」を定期的に開催し協議している。
＜構成員＞
ADEPTプログラム　ワーキング長　山崎　眞見（データサイエンス学部長）
※併せて、全学共通の学部横断プログラムのため、全学部長が参加する「共通教養会議
（年4-5回実施）」でも方針の共有および意見交換が行われている。
＜構成員＞
共通教養長：本多尚、全学部長、共通教養教育の学科代表者等

具体的な計画

7
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⑤ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑥ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

（１）科目配置：２科目のプログラム必修科目のうち「情報コミュニケーション入門/情報リメ
ディアル」は、正課カリキュラムでも卒業要件となる科目のため、学部生全員が履修する。
また、もう一方のプログラム必修科目「総合講義（データサイエンス入門）」は、全学部生が
履修できる曜日・時限に開講するよう時間割調整を行う。（令和４年度は他科目と重複しな
い６時限目に開講する）併せて、希望者全員が履修できるようにオンライン開講とする。
プログラム選択科目を履修可能にするため、学部専門科目の時間割配置を変更する。

（２）オリエンテーション、説明会：在校生および新入生に本プログラムの説明・紹介を行い、
プログラム登録を行うため、新入生および在校生全員が参加する学期始めの「（学部別）オ
リエンテーション」でプログラム説明を行うとともに、全学共通の「領域横断型プログラム説
明会」でも説明対象プログラムとする。対象科目やゼミ単位でも周知を行う。

（３）履修指導：令和４年度から稼働したLMSを活用し、学生指導や学修サポート等を行い、
学生のプログラム履修を促進する。

（１）オリエンテーション、説明会：在校生および新入生に本プログラムの説明・紹介を行い、
プログラム登録を行うため、新入生および在校生全員が参加する学期始めの「（学部別）オ
リエンテーション」でプログラム説明を行うとともに、全学共通の「領域横断型プログラム説
明会」でも説明対象プログラムとする。

（２）学部共通履修ガイドへのプログラム掲載（領域横断型プログラム）

（３）YCU-Portal（履修登録・シラバス）やYCU-Board（ポータル、LMS機能）等の学生利用シ
ステムへの情報掲載

（４）大学Webサイトへの情報掲載および学生利用システムへつながるリンク掲載

（５）学部単位での履修ロードマップ、履修モデルの作成および周知：各学部毎にデータサイ
エンス能力獲得のための可視化を図る。

（６）ゼミにおける周知：1年次の教養ゼミ・基礎ゼミ、2年次以降の各学部ゼミ単位でも周
知。
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⑦ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑧

・YCU-Board（ポータル、LMS機能）、およびOffice365のTeamsなどを用いて、ICTを活用し
た学修支援を行う。特に、令和４年度以降は学生用LMS（YCU-Board）を全学で導入して、
学習進捗の管理を行うことが可能となったため、学生のプログラム参加のモチベーション向
上が期待される。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

・本プログラム全般に関しては、担当事務局が学生からの質問や相談を受け付ける。
また、プログラム（科目）担当教員は、授業時間以外にも、学生から質問や相談をメール、
LMSやTeamsのチャット機能などを用いて受け付けることが可能である。

・各講義内またはシラバスにおいて科目担当教員のオフィスアワー（実施場所や連絡方法）
を学生へ周知し、学生からの質問等を受け付ける。

9
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式５

① 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

ADEPTプログラムへの参加申請フォームにおいて、学生から履修予定の科目とプログラムへの参加理由を表
記の上申請を受け付けることで、学生側には本プログラム履修の目的意識を付ける。また、修了申請フォーム
においては、修得した科目と学修後に得た技術や意識変化について提出させることで、学修成果の振り返りが
できるような運営を行う。
大学側では、学生の参加申請・修了申請の際に提出された記載内容を分析し、プログラムの改善に活用する。

また、全科目において「授業評価アンケート」を実施し、学生の理解度及び学修成果を把握する。各学部のFD・
SD推進委員会にて分析結果を共有するとともに、各学部でも分析し、各科目の改善に活用するほか、その後
のFD活動の課題として活用する。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

ADEPTプログラム管理部会の履修指導、修了要件の確認を経て、教育推進課において、プログラムの履修・
取得状況の分析を実施し、全学部長が構成員となっている「共通教養会議」で確認の上、課題についての意見
交換を行う。

国際教養学部：23人（全学部生の2％）
国際商学部：24人（全学部生の2％）
理学部：13人（全学部生の3％）
データサイエンス学部：28人（全学部生の12％）
医学部：7人（全学部生の1％）
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学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

ADEPTプログラムの修了申請において学生からのフィードバックの内容を基にプログラム参加前後での数理・
データサイエンス・AIの基礎的素養に関する理解度を比較する。

全科目において実施している「授業評価アンケート」のうち「学習到達目標の達成」等の項目を分析することに
より、学生の理解度及び学修成果を把握することができる。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

ADEPTプログラムへの参加、及び修了申請フォームにおける好事例や、学期毎に実施される授業評価アン
ケートの結果を抜粋し、受講生の声を後輩や未受講の学生に提示することで、プログラム参加を促す取組を進
める。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

令和３年度は、目標履修者数を達成するために、プログラム対象科目（必修科目）について、各学部の時間割
を調整し、全学部生が履修可能な時間へ配置した。
令和４年度はプログラム必修科目の一つを、プログラム外の学部科目と重複しないよう６時限目に移動する。
併せて、令和４年度から稼働したLMSを活用し、学生指導や学修サポート等を行い、学生のプログラム履修を
促進する。
（間接的には、令和４年度から「データ思考」を全学部・研究科の取り組み課題として位置づけ、年度目標を立
て、自己点検評価を行うこととなった）

また、前述のADEPTプログラムへの参加・修了申請フォームにおける好事例等の周知により、学生の参加意
欲向上を促す。
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学外からの視点

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本学では、卒後３年目の学生に、「卒業生アンケート」を実施しているため、今後本プログラムを修了した学生
の進路や勤務先等における活用度状況等の把握が可能である。
また、本プログラムの修了者の進路についてはデータ収集を進め、協力が得られる場合には、修了者や勤務
先にヒアリング等を行い、本プログラムについて外部的に評価をするしくみを構築していく。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

プログラム担当教員は、共同研究関係企業や包括連携協定を結ぶ企業等から広く意見を募り、その意見を収
集することでプログラム改善に活用する。
今後は、大学が主催する「合同企業説明会参加企業（例年２００社前後）に対してアンケートを実施し、本学の
教育プログラムの内容や、企業が本学に求める教育の意見収集を行うことも検討する。

12
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②自己点検・評価体制における意見等を公表しているアドレス

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

ADEPTプログラムの修了申請フォームの内容全科目の授業評価アンケートの結果について、教学IR検討ワー
キング、FD・SD委員会および各学部担当教員が分析し、次学期以降の教育改善に役立てている。併せて各学
部でのFDに活用する。
令和４年度は、FD・SD委員会を通じて学生との意見交換を開催することを計画しており、「学生の立場に立った
分かりやすい授業」の実施を目指す。

https://www.yokohama-cu.ac.jp/univ/activity/people_development/index.html#title7

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

全学部生の必修科目では、データを起点としたものの見方、データ量の増加とビックデータ、計算機の処理性
能の向上、AIの進化、人間の知的活動とAIの関係性など、情報の進化を学びながら、リテラシーレベルに相応
の内容で構成している。ADEPTプログラムの修了申請フォームの内容や学期毎の授業評価アンケートにより、
内容を検証するとともに、学生の興味関心を惹きつけるテーマや事例について改善を行っている。

13
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横浜市立大学
数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）
取組概要

教育開発部門
自己点検

評価

プログラムの
質向上

プログラ
ムの開発

組織

ガイダンス等履修促進の取組
学修サポート

授業評価アンケート
卒業生アンケート

企業向けアンケート
等の情報収集

ADEPTプログラム管理部会

ADEPTプログラム（AI Data Science Education Program for Tomorrow)教育プログラム

【プログラム修了要件】
①必修科目２科目（３単位）
②選択必修科目１科目以上（１単位以上）

※修了申請後、修了証が発行されます。

【学修目標】
①社会で起きている変化、データ・ＡＩ利活用の最新動向を身につける
②社会で活用されているデータ、データ・ＡＩの活用領域を身につける
③データ・ＡＩ利活用のための技術を身につける・データ・AI利活用の現場を学ぶ
④データ・ＡＩ利活用における留意事項、データを守る上での留意事項を身につける
⑤データを読む、データを説明する、データを扱う能力を身につける

【対象学生】全学部学生
国際教養学部
国際商学部
理学部
データサイエンス学部
医学部

FD・SD部門

教学IR部門

高大連携・初年次教育部門

高等教育推進センター

※共通教養運営会議
全学部の学生が履修する科目（共通教養科目）の管理運営を行う。

※高等教育推進センター
全学横断的な組織として、全学の教育の質保証および教育改革を推

進する。4部門を設置し、連携しながら教育の質向上を図る。

各学部教授会共通教養運営会議

共通教養会議

※共通教養会議
全学部長が参加し、共通教養教育に係る方針や計画の他、

本プログラムに係る方針の共有および意見交換を行う。
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【創設の背景・目的】
現代における情報化社会において、数理・データサイエンス・ＡＩを日常の生活、仕事等の
場で使いこなすことができる基礎的素養を身に付けることが重要となっています。
横浜市立大学のADEPTプログラム（全学部共通）では、修得した知識・技能を基に、人間
中心とした適切な判断ができ、自らの意志でデー タやＡＩ技術を有効かつ、安全に活用する
ことができる素養を身に付けることを目的としています。

【学修目標】
①社会で起きている変化、データ・ＡＩ利活用の最新動向を身につける
②社会で活用されているデータ、データ・ＡＩの活用領域を身につける
③データ・ＡＩ利活用のための技術を身につける・データ・AI利活用の現場を学ぶ
④データ・ＡＩ利活用における留意事項、データを守る上での留意事項を身につける
⑤データを読む、データを説明する、データを扱う能力を身につける

【対象者】
全学部学生（国際教養学部、国際商学部、理学部、データサイエンス学部、医学部）

数理・データサイエンス・AI 教育認定プログラム（リテラシーレベル）の取り組み

横浜市立大学 ADEPTプログラム
（AI Data Science Education Program for Tomorrow)
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【プログラム修了要件】
①必修科目２科目（３単位）
②選択必修科目１科目以上（１単位以上）
※申請前に履修済みの科目は追認。
※修了申請後、修了証が発行されます。

【ADEPTプログラム科目一覧】

区分 科目名 科目種別 受講可能年次 学修目標
① ② ③ ④ ⑤

必修
情報コミュニケーション入門/情報リメディアル

共通
教養
科目

1～4年次 〇 〇 〇 〇 〇

総合講義(データサイエンス入門) 1～4年次 〇 〇 〇 〇 〇

選択
必修

総合講義(企業家に学ぶ) 1～4年次 〇 〇

プログラミング基礎 1～4年次 〇 〇 〇 〇 〇

データ分析基礎 1～4年次 〇 〇 〇 〇

ビジネス統計Ⅰ 1～4年次 〇 〇 〇

ビジネス統計Ⅱ 1～4年次 〇 〇

基礎物理学実験 1～4年次 〇

課題探究科目(データサイエンス・リテラシー1) 1～4年次 〇 〇 〇 〇 〇

課題探究科目(データサイエンス・リテラシー2) 1～4年次 〇 〇

社会調査法入門 1～4年次 〇 〇 〇 〇 〇

情報倫理 1～4年次 〇 〇 〇
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① 学校名

② 学部、学科等名

③ 申請単位

④ 大学等の設置者 ⑤ 設置形態

⑥ 所在地

⑦ 申請するプログラム名称

⑧ プログラムの開設年度 年度 ⑨リテラシーレベルの認定の有無 申請中

⑩ 教員数 人 人

⑪ プログラムの授業を教えている教員数 人

⑫ 全学部・学科の入学定員 人

⑬ 全学部・学科の学生数（学年別） 総数 人

１年次 人 人

３年次 人 人

５年次 人 人

⑭ プログラムの運営責任者

⑮ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

⑯ プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

⑰ 申請する認定プログラム

連絡先

所属部署名 担当者名

E-mail 電話番号

995

（役職名）

認定教育プログラムと認定教育プログラム+（プラス）

950

データサイエンス学部

データサイエンス人材育成プログラム

６年次 74

4,252

２年次

（責任者名） 山崎　眞見 （役職名）

101

17

acaplan@yokohama-cu.ac.jp 045-787-8944

４年次

星野　高宏

1,149

学務・教務部　教育推進課　学術企画担当

（責任者名） データサイエンス学部長山崎　眞見 （役職名）

（責任者名） 中條　祐介

データサイエンス学部長

高等教育推進センター長

データサイエンス学部教授会

高等教育推進センター

983

様式１

（常勤）

神奈川県横浜市金沢区瀬戸２２－２

116

横浜市立大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（応用基礎レベル）　申請様式

（非常勤）

令和3

公立大学法人横浜市立大学 公立大学

学部・学科単位のプログラム

15

900

20

mailto:acaplan@yokohama-cu.ac.jp
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様式２

①具体的な修了要件 ②申請単位

③応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目
単位数 必修 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必修 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ 2 ○ ○
2 ○ ○
2 ○ ○
2 ○ ○ ○
2 ○ ○
2 ○ ○

④応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目
授業科目 単位数 必修 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必修 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

総合講義（データサイエンス入門） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
データ解析演習I 2 ○ ○
データ可視化法 2 ○ ○
ビッグデータ解析 2 ○ ○
情報倫理 2 ○ ○
機械学習 2 ○ ○ ○

⑤応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目
単位数 必修 単位数 必修

2 ○
2 ○

⑥選択項目・その他の内容を含む授業科目
授業科目

線形代数学II（DS学部必修）
微積分学II（DS学部必修）

プログラムを構成する授業科目について

一部開講

　「データサイエンス人材育成プログラム」は、事前に参加申請を行い、必修科目：応用基礎コア科目15科目30単位、選択項目4科目８単位、選択必修科目：１科目2単位
（データサイエンス応用基礎のうち 「最適化理論」「データマイニング」「多変量データ解析」「応用統計学I」から1科目選択）を修得することで、プログラム修了とする。
　選択項目の扱いは以下の通りである。
　数学発展科目５科目のうち、応用基礎コア科目と重複しない「線形代数学II」、「微積分学II」、「集合・位相」を必修科目とする。
　AI応用基礎、データエンジニアリング応用基礎は全て本プログラム必修科目である。
　データサイエンス応用基礎については、本プログラム必修科目重複科目を除き、DS学部必修科目「データ解析演習II」を必修とし、残る4科目のうち1科目を選択必修とす
る。

一部開講

開講状況

一部開講
一部開講

一部開講
一部開講
一部開講

学部・学科単位のプログラム

授業科目
線形代数学I

開講状況

一部開講

専門領域演習II

開講状況

一部開講
一部開講

授業科目授業科目
プログラミング演習II

開講状況

一部開講

開講状況

全学開講
一部開講
一部開講
一部開講

開講状況授業科目

微積分学I
統計の数理I
アルゴリズム論
非構造化データ
計算機数理

授業科目
プログラミング演習I

数学発展
選択項目

数学発展
データサイエンス応用基礎

選択項目

データサイエンス応用基礎

授業科目
最適化理論
データマイニング
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機械学習
非構造化データ

⑦プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

総合講義（データサイエンス入門）（DS学部必修） AI応用基礎
データ解析演習II（DS学部必修） データサイエンス応用基礎
データ可視化法 データサイエンス応用基礎

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め様々
なデータ処理に関する
知識である「数学基礎
（統計数理、線形代数、
微分積分）」に加え、ＡＩ
を実現するための手段
として「アルゴリズム」、
「データ表現」、「プログ
ラミング基礎」の概念や
知識の習得を目指す。

データエンジニアリング応用基礎

データエンジニアリング応用基礎

データエンジニアリング応用基礎

情報倫理（DS学部必修）
ビッグデータ解析
非構造化データ

集合・位相（DS学部必修）

・順列、組合せ、集合、ベン図、条件付き確率「統計の数理I」（第6回）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「統計の数理I」（第1回）
・相関係数、相関関係と因果関係「統計の数理I」（第3回）
・名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比例尺度「統計の数理I」（第1回）
・確率分布、正規分布、独立同⼀分布「統計の数理I」（第8回）

・ベクトルと行列「線形代数学I」（第1回）
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積「線形代数学I」（第2回）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「線形代数学I」（第	2回）
・逆行列「線形代数学I」（第9回）
・多項式関数、指数関数、対数関数「微積分学I」（第1回）
・関数の傾きと微分の関係、積分と面積の関係「微積分学I」（第2,7回）
・１変数関数の微分法、積分法「微積分学I」（第2,7回）

オプション
・ベイズの定理「統計の数理I」（第6回）
・点推定と区間推定「データ解析演習Ⅰ」（第9回）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データ解析演習Ⅰ」（第5,6回）
・固有値と固有ベクトル「線形代数学II1」（第9-14回）
・２変数関数の微分法、積分法「微積分学II」（第1,2,8回）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）「アルゴリズム論」(第1回)
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「アルゴリズム論」(第1回)
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「アルゴリズム論」(第5,6回)
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索「アルゴリズム論」(第3回)

オプション
・計算量（オーダー）「アルゴリズム論」（第8,9回）

応用統計学I

授業に含まれている内容・要素 講義内容

計算機数理
多変量データ解析統計の数理I（DS学部必修）

数学発展
数学発展

データサイエンス応用基礎
データサイエンス応用基礎

データ解析演習I（DS学部必修） 数学発展 データサイエンス応用基礎
プログラミング演習II
総合講義（データサイエンス入門）（DS学部必修）

データエンジニアリング応用基礎AI応用基礎
AI応用基礎 データエンジニアリング応用基礎
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2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め様々
なデータ処理に関する
知識である「数学基礎
（統計数理、線形代数、
微分積分）」に加え、ＡＩ
を実現するための手段
として「アルゴリズム」、
「データ表現」、「プログ
ラミング基礎」の概念や
知識の習得を目指す。

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械学
習の基礎と展望」、及び
「深層学習の基礎と展
望」から構成される。

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「非構造化データ」（第1回）
・構造化データ、非構造化データ「非構造化データ」（第2回）
・情報量の単位（ビット、バイト）、二進数、文字コード「計算機数理」（第2回）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「アルゴリズム論」（第3回）

オプション
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「非構造化データ」（第11回）

・文字型、整数型、浮動小数点型「プログラミング演習I」（第4回）
・変数、代入、四則演算、論理演算「プログラミング演習I」（第2回）
・関数、引数、戻り値「プログラミング演習I」（第2回）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「プログラミング演習I」（第3回）

・データ駆動型社会、Society 5.0「総合講義（データサイエンス入門）」（第1-15回）
・データサイエンス活用事例 （仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「総合講義（データサイエンス入門）」（第1-15回）
・データを活用した新しいビジネスモデル「総合講義（データサイエンス入門）」（第3,9,12回）

・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データ解析演習I」（第2回）
・分析目的の設定「データ解析演習I」（第3回）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データ解析演習I」（第11回）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データ可視化法」（第4,5,6回）
・データの収集、加工、分割/統合「総合講義（データサイエンス入門）」（第10回）

オプション
・分析目的に応じた適切な調査（標本調査、標本誤差）「総合講義（データサイエンス入門）」（第8,14回）
・サンプルサイズの設計「データ解析演習Ⅰ」（第7回）
・ランダム化比較試験、実験計画法「総合講義（データサイエンス入門）」（第1回）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「ビッグデータ解析」（第1回）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「総合講義（データサイエンス入門）」（第9回）
・ビッグデータ活用事例「総合講義（データサイエンス入門）」（第6,9回）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「総合講義（データサイエンス入門）」（第3回）
・ソーシャルメディアデータ「総合講義（データサイエンス入門）」（第4,6回）

・AIの歴史、推論、探索、「総合講義（データサイエンス入門）」（第3,7回）
トイプロブレム、エキスパートシステム「総合講義（データサイエンス入門）」（第7,9回）
・汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI）「総合講義（データサイエンス入門）」（第6回）
・フレーム問題、シンボルグラウンディング問題「総合講義（データサイエンス入門）」（第3,6,7,9回）
・人間の知的活動とAI技術（学習、認識、予測・判断、知識・言語、身体・運動）「総合講義（データサイエンス入門）」（第2,6,7回）
・AI技術の活用領域の広がり（流通、製造、金融、インフラ、公共、ヘルスケアなど）「総合講義（データサイエンス入門）」（第1,12,14回）
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3-2

3-3

3-4

3-9

Ⅰ

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理解
や認識の向上に資する
実践の場を通じた学習
体験を行う学修項目群。
応用基礎コアのなかで
も特に重要な学修項目
群であり、「データエンジ
ニアリング基礎」、及び
「データ・ＡＩ活用 企画・
実施・評価」から構成さ
れる。

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械学
習の基礎と展望」、及び
「深層学習の基礎と展
望」から構成される。

・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）「総合講義（データサイエンス入門）」（第3,6,9回）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「機械学習」（第5-10回）
・学習データと検証データ「機械学習」（第5-10回）
・ホールドアウト法、交差検証法「機械学習」（第5-10回）
・過学習、バイアス「機械学習」（第5-10回）

・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「総合講義（データサイエンス入門）」（第6回）
・ニューラルネットワークの原理「機械学習」（第11-14回）
・ディープニューラルネットワーク（DNN）「機械学習」（第11-14回）
・学習用データと学習済みモデル「機械学習」（第4回）

・AIの学習と推論、評価、再学習「総合講義（データサイエンス入門）」（第3,6回）
・AIの開発環境と実行環境「総合講義（データサイエンス入門）」（第6,9回）
・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み「総合講義（データサイエンス入門）」（第2,3,6,7,9,12回）
・複数のAI技術を活用したシステム（スマートスピーカー、AIアシスタントなど）「総合講義（データサイエンス入門）」（第3,6回）

プログラミング演習II
プログラミング演習Ⅰで学んだプログラミング言語Pythonを用いた基本的なプログラミング技術を前提に、実践的で規模の大きいプログラムを作成できる
技能を身につけることを目的とする。具体的には、Pythonの特徴である様々なユーザーコミュニティが開発した膨大な数の機能モジュール群の利用方法
を学び、それらを活用したGUIを有するアプリケーションの開発演習を行う。さらにWebブラウザベースのアプリケーションなど、ソフトウェアアーキテクチャ
が異なるプログラミングの仕方についても学び、実践的な技能を身につけることを目標とする。 
項目は次の通り：
数値計算モジュール　Numpy，データ解析モジュール　Pandas，可視化モジュール　matplotlib他，科学技術計算モジュール　SciPy，スクレイピング：Web
データ収集，機械学習モジュール　scikit-learn，データ収集プログラム開発演習，データ活用アプリケーション開発演習

モデルカリキュラムキーワードとの関係（各回で個別に扱うわけではないので，キーワードのみの表記とする）
(1-6)代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差 ・相関係数、相関関係と因果関係/ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積 /行列の演
算、行列の和とスカラー倍、行列の積/多項式関数、指数関数、対数関数 /１変数関数の微分法、積分法「プログラミング演習II」
(1-7)アルゴリズムの表現（フローチャート） ・並び替え（ソート）、探索（サーチ） 「プログラミング演習II」
(2-2)コンピュータで扱うデータ （数値、文章、画像、音声、動画など）/構造化データ、⾮構造化データ 「プログラミング演習II」

(2-7)文字型、整数型、浮動小数点型/変数、代入、四則演算、論理演算/関数、引数、戻り値/順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「プログラ
ミング演習II」

・AI倫理、AIの社会的受容性「情報倫理」（第13,14回）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「情報倫理」（第4-8回）
・AIに関する原則/ガイドライン「情報倫理」（第4,5,6回）
・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性「情報倫理」（第14回）

オプション
・AIと知的財産権「情報倫理」（第4回）
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Ⅱ

⑧プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑨プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

本プログラムは、Social Goodを牽引する、多様性のあるデータサイエンス(DS)人材の育成を目的としたものである。
学修成果として、本プログラム修了学生は、データ思考を涵養し、応用基礎からエキスパートへの橋渡しとなるDS人材としての素養を身につけることが期待さ
れる。
具体的には、「知識・理解」、「技能」、「態度・志向性」において次の事柄が該当する。
＜知識・理解＞ ・現実の課題をデータとの関係性からとらえる能力、またはものごとの裏に潜む数理的な法則・関係を見抜く能力を獲得する。
・基礎から応用にわたる医療、経済社会、情報等に関するDSにかかる課題を俯瞰し、これらの応用分野に適用できる課題発見・課題解決を有する。
＜技能＞ ・各応用分野における課題を追究するための計画立案及び課題解決の手法を修得している。特に、統計学とアルゴリズムを基礎としたコンピュータ
サイエンス、データ解析に習熟し、適切な課題解決策を考案することができる。
・豊かな表現力で，国内外の様々な分野の人々と円滑にコミュニケーションを図ることができる。
＜態度・志向性＞ ・常に人間や社会に対する興味や関心を持ち続け、各分野の課題をデータから数理的・分析的に考える基礎的能力を持ち、また、様々な
人々と協同して課題解決を図る態度・志向性を有し、社会に貢献することへの高い意識を有している。
・総合的な知性と教養に基づいて国際社会、地域社会に貢献を図る旺盛なチャレンジ精神を持ち、より良い社会の実現に向け努力する姿勢を身につけている。

https://www.yokohama-cu.ac.jp/academics/ds/suuriouyoukiso.html

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理解
や認識の向上に資する
実践の場を通じた学習
体験を行う学修項目群。
応用基礎コアのなかで
も特に重要な学修項目
群であり、「データエンジ
ニアリング基礎」、及び
「データ・ＡＩ活用 企画・
実施・評価」から構成さ
れる。

専門領域演習II(PBL実習(注）を含む）
これまでに学修した統計学・アルゴリズムに関する知識を具体的な分野（情報系、統計系、医学系、経済経営系）への繋がりの理解を深めるため、各分野
の教員に配属し、より実践的な演習をゼミ形式で行う。演習の一環として、協力企業の現場におけるPBL実習を実施する。このことにより高度な能力を身
に付け、自ら直面する課題を解決することができるようになり、それらを表現する能力も養う。ここで扱う課題はすぐには解決できないことが多く、そのため
に問題を分割して考えることによって一つ一つ解決していくという能力も身に着ける。
課題（PBL実習を含む）への取組の状況や、プレゼンテーションなどにより総合的に評価を行う。
（注：PBL実習：演習の一環として、学生を2週間以上のインターンシップ形式で企業現場に派遣等しデータサイエンスの実践場面を体得させる。)

モデルカリキュラムキーワードとの関係
 (1-1)データ駆動型社会，Society 5.0，データサイエンス活用事例，(2-1)ビッグデータ活用事例，(1-2)データ分析の進め方，仮説検証サイクル，(3-1)AIの
歴史，推論，探索「専門領域演習II」（第1、2回）
 (3-2)AI倫理，AIの社会的受容性 ・プライバシー保護，個人情報の取り扱い「専門領域演習II」（第3回）
 (3-3)実世界で進む機械学習の応用と発展，(3-4)実世界で進む深層学習の応用と革新，(3-9)AIの学習と推論，評価「専門領域演習II」（第4、5回）
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①プログラム開設年度 年度 ②申請単位

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

データサイエンス学部 60 240 28 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28 12%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 60 240 28 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28 12%

様式３

プログラムの履修者数等の実績について

収容
定員

令和3年度 令和2年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度

令和3

学部・学科名称
平成28年度 履修者数

合計 履修率
入学
定員

学部・学科単位のプログラム

26



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式４

① プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

② 体制の目的

③ 具体的な構成員

④ 履修者数・履修率の向上に向けた計画

令和３年度実績 12% 令和４年度予定 40% 令和５年度予定 60%

令和６年度予定 80% 令和７年度予定 90% 収容定員（名） 240

　データからストーリーを紡ぐ「データ思考」を涵養した上で、より良い社会を構築するデータ
サイエンス（DS）人材を育成することを目的とし、その人材育成に必要な知識・理解・技能が
身につくような教育カリキュラムを検討・整備する。また、DS研究を牽引する人材としての教
育・指導も行う。
　データ思考の涵養において、統計学や情報科学の技能のみに重点を置くことなく、DS人
材としての姿勢を常に検討・更新することを心がける。人間や社会に対する興味や関心を
持ち続け、各分野の課題をデータから数理的・分析的に考える基礎的能力を持ち、また、
様々な人々と協同して課題解決を図る態度・志向性を有し、社会に貢献することへの高い
意識を有するDS人材を輩出することは、本体制であるデータサイエンス学部教授会の主た
る目的の重要な一つである。

データサイエンス学部専任教員で組織する。
学部長　山崎　眞見教授
阿部　貴行准教授
上田　雅夫教授
大西　暁生教授
小野　陽子准教授
越仲　孝文教授
小屋　良祐教授
佐藤　彰洋教授
土屋　隆裕教授
冨田　誠教授
藤田　慎也准教授
汪　金芳教授

具体的な計画

 ＜現状＞ 
　R3年度実績は、MDASH-Literacyに相当するプログラムへの学部履修率である。本申請
プログラム科目の多くは，DS学部必修講義により構成されており，現状の単位取得者数か
らの単純履修率算出であるならば、実質的には50％以上の履修率が確認される。プログラ
ム履修を通じて、DS人材としての自らの方向性を学生自身が検討するよう指導している。

＜令和４年度～令和７年度＞ 
　各年度において、本プログラムの説明会を開催し、履修の動機付け、プログラムの周知
徹底を行うものとする。本プログラムは、データサイエンス学部のみの開講となることから、
学部のディプロマポリシーと併せて指導を行い、「Social Goodを牽引する、多様性のある
DS人材育成」としてのミッションとビジョンをより明確に学生に周知徹底する。DS人材として
の自覚を促し、データサイエンス学部で学ぶ学修内容がどのようにして社会とつながるの
か、意識を促す指導をデータサイエンス学部教員が行うものとする。 
　また、令和４年度から稼働したLMSを活用し、学生指導や学修サポート等を行い、学生の
プログラム履修を促進する。

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

データサイエンス学部教授会規程
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⑤ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑥ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

今回の申請は、応用基礎とエキスパートとのブリッジとなるデータサイエンス学部の教育プ
ログラムに特化したものである。そのため、他学部・学科横断型の体制や取組は該当しな
い。

学生のプログラム履修動機付け
本プログラムの科目の多くは、データサイエンス（DS）学部の必修科目である。多様な分野
におけるDS人材として学生が卒業後社会で活躍の場を広げるには、本プログラムを元に、
DS人材としての素養を発展させることが肝要であるため、学部科目履修点検を学生各自に
促しつつ、専門演習を構成するPBL実習の意義を理解させることで、本プログラムの先にあ
る発展的科目、DSを活用する研究領域への考究心を高める。

プログラムの周知方法
新年度のガイダンスなどで解説し、学生が本プログラムの趣旨を理解した上で参加申請す
るように努める。特に1年次前期は、線形代数学や微積分学、統計学といった応用基礎コア
科目が配置される一方で、DSとの関連を認識できない学生も見られるため、 DSとこれらの
応用基礎コア科目のつながりを示し、学生にこれらの科目の意義とともに、本プログラムの
意義を十分周知する。
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⑦ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑧ 授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

「YCU-Board」（LMS）の利活用
・LMSのPDCAサイクルの実施により、学期末には学修の可視化と修得度チェックを行う。
学生の学修履歴が蓄積できることから、履歴の確認を通じて、単純な履修漏れや成績確認
に留まらず、DS人材としてのキャリアについて、学生自身が自ら検討することが可能であ
る。また、これらを踏まえたAIの評価と教員のメンタリングを通じて、学生がどの領域でDS
人材として活躍することを期待するのか、あるいは、これまでにDS・AIが浸透しているとは
言い難い新たな分野を開拓する希望があるのか、といったキャリア教育に対するLMSの利
活用を検討している。

・オフィスアワーに限らず、LMSやOffice365のTeamsチャットなどを利用することで、学生か
ら質問や相談を受け付けることが可能である。また、zoomなどを用いて、遠隔での質問対
応についても既に取り組んでいる。

文部科学省補助金により「テーラーメード型学修支援プラットフォーム YCU-Board」として導
入したLMSにより次の効果が期待される。

１）学修履歴やキャリア意識変化の可視化
学生は、各学期の初めに目標設定を行い(Plan)、 適切な履修計画ができているかAIの評
価を受ける。学期中には(Do)学修及び個別指導履歴をクラウド上で管理する。学期末には
学修の可視化と修得度チェック（Check）を行う。 これを踏まえ、 AIの評価と教員のメンタリ
ング(Action)を行う。 このPDCAサイクル実施により、可視化された学びを確認、発展的な
学習につながる。

２）with/afterコロナ時代を見据えた講義形態への適用
知識提供型/反転学習型VOD教材、質問/レポートの管理機能、 教育素材の継続的改善
を支えるストック機能により、教室定員数等の制約からの解放や双方向授業の充実につな
がる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式５

① 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

本プログラムの前段階である数理・AI・データサイエンスリテラシーレベルプログラムの履修状況
は、全学年で12%であった。
令和４年度においては、リテラシーレベルの履修率向上も鑑み、各学期に本プログラムの説明会を開
催し、履修の動機付けとプログラムの周知徹底を行う。本プログラムは、DS学部のみの開講のため、
学部のディプロマポリシーと併せて指導を行い、「Social Goodを牽引する、多様性のあるDS人材育
成」としてのミッションとビジョンをより明確に周知徹底する。具体的には、LMSでの履修登録などと
連動し、履修者の学修状況、キャリアなどを解析し、その結果を学生に提示することで、履修率の向
上を目指す。

学修成果

選択項目と応用基礎コアⅠ、Ⅱについては、講義科目で構成されることから、その学修成果は課題や最終試
験によって一定の評価が可能である。また、各学期に実施する授業評価アンケートの結果から、授業内容など
に関する学生の評価を授業改善に役立てることが可能である。
一方、「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」は、座学に関する評点のみでは、学修状況が正しく把握できない。企業
で２週間ほど、課題発見から解決までのDSサイクルをたどる「PBL実習」を踏まえた「専門領域演習II」の評価
は、教員のみならず、企業の視点での評価も加味される。
学修評価の妥当性評価を教授会において検討し、固定化することのないよう心がける。
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全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

本プログラムは、応用基礎に留まることなく、次のエキスパートレベルへの橋渡しとなる人材育成プ
ログラムであることから、全学的な展開は検討していない。よってこの項目は該当しない。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

授業評価アンケートの結果から授業内容などの理解度を確認することが可能である。調査内容は、①学生の
主体的な学び（出席状況、自主学習時間など）、②シラバスと講義の関係（学生のシラバス確認とその理解、講
義の進め方など）、③学生の知的好奇心（今後の学び、自らの学習意欲、カリキュラムマップをいかに理解して
いるかなど）の3つに分類される。
また、プログラムを修了した学生の振り返り内容を基にプログラム全体を通じた理解度を確認する。
これまで目立った学生の理解不足はないが、結果からDSの基礎となる講義科目を体系的に履修する意義を、
より明確に意識づける必要性が見え、今後の教育改善への進展が期待される。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

PBL実習終了後の学生レポートの結果を開示し、学生へのプログラム推奨を促す。これまでの座学講義
で積み上げてきたDSへの実用的知識をどのように社会展開するのか、また、どのように課題を発見
し、解決までのプロセスを辿るのかという事柄を、学生の実体験の声を通じて広く告知する。
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学外からの視点

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本学では「卒業生アンケート」として、就職した学生の追跡調査を3年ごとに行なっている。その内容は、時点の
就業状況にとどまらず、在学中の学修である「課題発見・解決能力」、「グローバルな視野」、「豊かな教養」、
「確かな専門性」が就職後に与えている影響を測るものである。また、卒業年次には4年間を総括した学びや満
足度に関する調査もある。今後、これらの調査結果と併せて、企業からの評価とともに本プログラムの修正・見
直しなどに寄与する指標が作られるように善処する。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

PBL実習とDSセミナーの協力企業に対し、レポートやプレゼンテーション、実習中の作業状態などを報
告してもらうことで、学生の学修状況を調査し、プログラムへの助言を得ている。また、学外でのコ
ンペティションを実施している連携協定先企業などからも、学生の強み・弱みなど、座学講義では測
定することが難しい問題解決力についてコメントを得ており、これらの声を元に、プログラムの見直
しを図っている。
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②自己点検・評価体制における意見等を公表しているアドレス https://www.yokohama-cu.ac.jp/academics/ds/suuriouyoukiso.html#title8

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

1年次前期「DSセミナー」にて、企業から講師を招き，実社会におけるAI・DSがいかに活用されている
のかを学ぶ。1年次後期には、「総合講義（データサイエンス入門）」にて、データサイエンス学部専
任教員が自らの専門領域とAI・DSの導入、現在社会で起っていること、新しい技術などを講義し、学
生の興味を喚起している。1年次はAI・DSの基礎的学問である数学や統計学、情報学の基礎を学ぶこと
が多いため、これら基礎科目とAI・DSの関係性を解説する講義として、配置されている。この内容
を，学生の興味喚起につながるよう、連携する企業や地域と共に、学部専任教員が都度更新してい
る。

学生アンケートの結果から「わかりにくい」の意味を掘り下げるよう留意している。本質的な「講義
レベルの難易度」による分かりにくさだけでなく、「用語の難解さ」による分かりにくさなどもアン
ケートから拾い上げることは可能である。また、今後、大学入学前の情報科目、統計科目の指導要領
の変更（難易度が上がること）が予想されることから、令和7年度以降の情報科目の難易度について
は、早期から検討し、スムーズな変更となるように心がける。
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① 授業内容

様式６

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（応用基礎 レベル）プラス　申請書

・データサイエンスを学ぶ意義を問う学習内容
「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」科目「総合講義（データサイエンス入門）」において、数理・
データサイエンス・ＡＩが社会でどのように利用されているのかを事例を用いて解説する。
また、ＡＩ・データサイエンスによる課題発見と課題解決、更には、価値創造への繋がりにつ
いて、多様な分野における社会事例から学ぶ。
ＡＩ・データサイエンスに関連する既存の大学講義科目のみならず、単位はないが、ＡＩ・デー
タサイエンスを業務で扱う企業からの講演者を招いて行う「データサイエンスセミナー」を開
講し、学生のモチベーション向上に資している。

・学生の習熟度や専門性を踏まえた学習内容
本申請プログラムの対象となる学生は、データサイエンス学部学生に限られる。データサイ
エンスを専門とする学生を対象としていることもあり、学生の習熟度の幅は、複数学部同時
プログラムとは異なり、一定の習熟度が達成されるものと推察される。数学，統計学，アル
ゴリズム科目が関連する「数学発展」、「データサイエンス応用基礎」についての習熟につい
て、現状では問題がみられないが、「データサイエンス応用基礎」、「データエンジニアリング
応用基礎」といった、情報関連の一部応用科目では、その技術の差が見られる。単純に、
担当教員のフォローだけで学生の学習支援をするのではなく、これらの科目の動機付けを
行う講義を配置する。具体的には、社会でいかに「データサイエンス応用基礎」、「データエ
ンジニアリング応用基礎」科目関連技術が用いられるのか、産業界と連携した寄附講座（本
プログラムの科目には該当せず）を設置し、学生を支援している。

・キャリアデザインにつながる学習内容
本プログラムはデータサイエンス学部の基幹となる科目群と一致する。本プログラムに該当
しない、多様な領域でのデータサイエンスと関連する科目の履修を通じて、学生個人のキャ
リアデザインの検討がなされることを期待する。その前段階として、本プログラムの選択科
目である「AI応用基礎」、「データサイエンス応用基礎」、「データエンジニアリング応用基礎」
および「数学発展」が数理・AI・データサイエンスの基盤となることの理解を深めるよう指導
する。PBL実習は、各学生が自らのキャリアデザインを考える場としても有効である。
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② 学生への学習支援

・学生の履修支援体制
本プログラム導入前から存在するカリキュラムツリーを本プログラム導入時に再度整理し、
学生が、自主的にデータサイエンス人材の具備する素養を体系的に履修選択できるよう指
導する。データサイエンスを専門とする学部であることもあり、ともすれば、組織は必要と思
う科目を過分に並べ、履修の道を限定的に示してしまう傾向に陥りがちである。しかしなが
ら、本プログラムの導入に伴い，学生が主体性を持ち、自らのカリキュラムマップのみなら
ずキャリアデザインをも構築することを促す指導体制をとることにより、学びの先にある活動
（社会活動もしくは研究活動）を意識した、データサイエンスを自分ごととした履修を支援す
る。

・LMSによる学習支援
LMSのPDCAサイクルの実施により、各学期末には学修の可視化と修得度チェックを行う。 
各学生の学修履歴が蓄積可能であることから、履歴の確認を通じて、単純な履修の取りこ
ぼしや成績の確認に留まることなく、データサイエンス人材としてのキャリアについて、学生
自身が自ら検討することが可能である。また、これらを踏まえたAIの評価と教員のメンタリン
グを通じて、各学生がどの領域でデータサイエンス人材として活躍することを期待するの
か、あるいは、これまでにデータサイエンス・AIが浸透しているとは言い難い新たな分野を
開拓する希望があるのか、といったキャリア教育に対するLMSの利活用を検討している。

・学外活動（インターンシップや各種コンペティション）への学生参加促進支援
AI・データサイエンス領域を学ぶ学生が刺激を得られる場として、インターンシップやデータ
コンペティションなどの学外活動への参加は重要である。これらの学外活動に関する情報
を学生に共有し、参加を促す仕組みを作っている。特に、コンペティションへの参加は、グ
ループで行うことが多いこともあり、学生間の協働体験にも繋がっている。これらの活動参
加ののちに、3年でのPBL実習にて、企業等でのプロジェクト協働を体験することで、データ
サイエンス人材としての学生個人の強み・弱みなどが可視化される。

・多様性に対する学習支援
データサイエンスは文理融合の学問である。また、性別に限らず、多様性を包含する学問
である。申請主体たるデータサイエンス学部は、高校までの文系出身比率2割、女子学生
比率が４割であり、日本におけるデータサイエンスを学ぶ学部学科の傾向（男子学生比率・
理系のみ）とは異なる。しかしながら、開講以降、文系・女子学生ということが、学修におけ
る有意な違いにはつながらないことが確認されている。これらの理由を精査し、性別などの
些末的な多様性にとどまることなく、学生主体となる,、多様な価値が邂逅する多様な学び
の場を作り、支援するよう心がける次第である。
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③ その他の取組（地域連携、産業界との連携、海外の大学等との連携等）

地域・産業界との連携
・講義への協力連携
データサイエンス学部では、開講当初より、データサイエンス教育の基礎となる数学、統計
学、情報学といった大学における従来科目だけでなく、データサイエンスが展開される社会
との連携を意識した科目を設置している。これら産業界からの支援を受けた科目が、大学
での学びがいかに社会につながるかを学生が理解し、学生の更なる学びを後押しをすると
いう意味で重要であることは、学生の過去の履修状況からも確認できる。

単位を有する科目
令和4年度現在は、2社（株式会社帝国データバンク，日本電気株式会社）から寄附講座が
開講されている。
 特講(寄附講座:帝国データバンクDE養成講座)　2年次後期
 特講(寄附講座:ビジネス課題解決プロジェクト演習)　3年次前期

単位を有さない科目
　データサイエンスセミナー 1年次前期
　PBL演習（ただし、この科目は単位のある専門領域演習IIの一環として実施） 3年次前期
（夏季）

その他、講義科目ではないが、一般社団法人データサイエンティスト協会との連携により、
データサイエンス人材として働く人々の声を聞き、交流するセミナーを不定期で開催してい
る。

・本プログラムの主体であるデータサイエンス学部との連携
講義やセミナーなどで連携している企業等を含め、本プログラムの申請主体であるデータ
サイエンス学部が包括連携協定を結ぶ企業・団体は次の通りである。これらの連携企業と
の協同だけでなく、学部教員が多種多様な企業と研究教育面で連携を行なっている。これ
らの連携を通じて、学生は、本プログラムにおける講義内容と実社会における業務や最新
のニーズ・技術との関連などを、講義やセミナー、研究活動を通じて、学ぶことが可能であ
る。

サントリーMONOZUKURIエキスパート株式会社/株式会社マイナビ/株式会社インテージ
ホールディングス/横浜市/全日空商事株式会社/株式会社帝国データバンク/株式会社マ
クロミル/横浜市・日本電信電話株式会社/日産自動車株式会社/株式会社ブロードリーフ/
エーザイ株式会社/Vpon JAPAN株式会社/日本電気株式会社/イオン株式会社/みなとみ
らい二十一熱供給株式会社/鎌倉市/株式会社浜銀総合研究所/株式会社primeNumber/
株式会社データビークル（令和4年4月末日現在，協定締結日順）

海外大学との連携
これまでに、海外大学とはセミナーや学会発表などで交流を行なっている。令和4年度開催
予定の交流は下記の通り：
・国立成功大学とのCOIL型交流を実施予定 
・海外FW1件の実施による現地へ学生を派遣
・SUDP2022(Sustainable Urban Development Program)への学生参加
・IACSC(International Academic Consortium for Sustainable Cities)マレーシア大会，横浜
大会への学生参加 
・GCI主催のワークショップへの学生参加(9月ないしは 来年3月)
・国際学会への学生参加 ・海外大学との勉強会による研究交流
・コーネル大学とのオンラインセミナーを検討 
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プログラム名称：データサイエンス人材育成プログラム
プログラム概要：Social Goodを牽引する，多様性のあるデータサイエンス(DS)人材育成

応用基礎レベルの位置づけ
自らの専門分野への数理・データサイエンス・AIの応⽤基礎⼒を習得
→ 専門分野 x データサイエンス（以下，DS）による価値創造

DS学部が育成する数理・データサイエンス・AIの応用基礎力
→ DS x DEI(Diversity, Equity and Inclusion)による価値創造
DSがSocial Goodを牽引し，多様な領域において価値創造するために
DS人材が持つべき視座・技能を養成することを目的とする．
・「応用基礎」と「エキスパート」のブリッジとなる多様な人材を育成
・ 文理，性別といったvarietyではなく，多様な視座としてのdiversityを
データ思考として涵養する
・多様な問題に対して，実践的知識と達成能⼒をもって価値創造する人
材を育成する
DSに必要とされる実用的な知識と問題解決能力を育成する学習の柱
・データサイエンスを学ぶ意義と多様な視座の涵養
・学生の習熟度や専門性
・キャリアデザインへの連携
学生主体の「自分ごととしてのDS」を支援する体制
学生がDSを「自分ごと」として捉え，問題解決にあたるために必要な支
援体制を構築する．
・DS学部専任教員による学術・研究指導
・地域や産業界，海外大学←AI・DSの社会展開やその影響など，従来型
講義からは得られない最新の知識と社会課題の問いかけ
・LMSによる学修履歴の可視化や4年間通じたキャリア支援←DSのどの
分野を重点的に学び，社会において活躍する領域をどのように定めるか

リテラシー

応用基礎

エキスパート

データ思考
を涵養し，
応用基礎か
らエキス
パートへの
橋渡しとな
る人材を育
成

課題発見・設定

データ定義

データ収集

データ加工データ分析

解釈

提案・実装

データから，未来をフォーサイ
ト し ， 現 実 と の 比 較 （バ ッ ク
キャスティング）により課題を
発見、定式化する
→Social Goodに対する意識，
倫理観の涵養

抽出された課題との関係におい
て更に必要とされるデータを定
義・収集・加工・分析する
→さまざまなツールを適切に使
う「目利き」能力の涵養

分析結果を踏まえ，新たな価値
を創出し，社会実装（につなが
る提案を）する
→Social Goodに対する意識，
倫理観の涵養

本プログラムで
涵養される
DSサイクル

学生への
様々な
支援体制

教員による
課題解決・導き

LMSによる
情報共有

大学による
キャリア指導

連携企業・
地域からの
助言

DSを学ぶ
学内外学生間
による助け

DS学部との包括連携協定
サントリーMONOZUKURIエキスパート
株式会社/株式会社マイナビ/株式会社イ
ンテージホールディングス/横浜市/全日
空商事株式会社/株式会社帝国データバ
ンク/株式会社マクロミル/横浜市・日本
電信電話株式会社/日産自動車株式会社/
株式会社ブロードリーフ/エーザイ株式
会社/Vpon JAPAN株式会社/日本電気株
式会社/イオン株式会社/みなとみらい二
十一熱供給株式会社/鎌倉市/株式会社浜
銀総合研究所/株式会社primeNumber/株
式会社データビークル（令和4年4月末日
現在，協定締結日順）

DS人材が辿るDSサイクル全体
を見すえた教育

1年

2年

3年

4年

DSセミナー
DS入門

寄附講座

寄附講座
PBL実習
専門領域演習II

卒業研究

DS for Social Good
関連講義37



参考文書１：PBL実習学生案内文書（令和3年1月8日 令和4年度4年次生が2年次に告知、3年次夏期に実施）

企業の事業活動において社員の業務を学生が体験するいわゆるインターンシップにおいて、特に業務の性格が課題解決型(＊１)である業務そのもの
やそれに関連する業務(＊２)の実習を通じてデータサイエンスの社会活用実態を学ぶ機会をPBL実習と呼ぶ。

*1) 課題解決型の業務とは、課題の置かれた状況に関するデータに基づいた客観的な認識や、課題解決アイデアの効果をデータを用いて検証する
業務などを想定します。

*2) 関連する業務とは、課題の整理や、解決アイデア出しのブレーンストミングや、課題に関する情報収集など、データそのものを直接に利用した
分析以外の、課題解決プロセスに関わる業務を想定します。

実施時期：夏季休暇期間(8月~9月)の中の1週間から3週間(企業毎に日程は異なる)

派遣対象学生：3年次

募集方法：
各企業の実施計画案を提示した上で，第１から第７希望までのアンケートを実施。MS Formsを利用して回答を収集。募集は３年生全員にメール

で連絡します。

募集時期：6月を予定

決定方法：
派遣先の振り分けは，応募希望順位を考慮してDS学部教員のWGメンバーで議論し決定します。

PBL実習実施予定企業（各社の実習実施案は，6月の募集時点で開示します）
注）現時点での候補企業リストです。
令和2年度のように実施時期が近づくとコロナ等の状況により実施見送り企業も現れます。
一方，今後も協力企業の開拓を続けるため，募集時には募集企業数の増減があり得ることを
ご承知ください。

# 企業名 # 企業名
1 全日空商事 9 イオンリテール
2 Vpon Japan 10 日本電気(NEC)
3 シミック 11 マイナビ
4 日産自動車 12 インテリム
5 Rejoui 13 エナ・ストーン
6 アトラエ 14 エイチ・エス損保
7 サイバーエージェント 15 CACクロア
8 矢崎総業
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場所：zoom によるリモート開催
時間：水曜３限（12:50〜14:20）

2

単位0だが，今後の進路選択やデータサイエンス学部学生として
社会から期待されている事項を知る上で非常に役に立つので、
必ず参加すること

回 開催日 ご講演いただく企業 Zoom URL(短縮)
1 4月14日 （株）マイナビ https://bit.ly/2PdHZBS

2 4月21日 （株）エナ・ストーン https://bit.ly/3fk5wMl

3 4月28日 （株）インテージホールディン
グス https://bit.ly/3rxFtn2

4 5月12日 （株）横浜銀行 https://bit.ly/2QCnJdx

5 5月19日 （株）帝国データバンク https://bit.ly/2QEdkxY

6 5月26日 （株）ジュピターテレコム
(J:COM) https://bit.ly/31qslWf

7 6月2日 ソフトバンク（株） https://bit.ly/2PAkkvm

8 6月9日 日産自動車（株） https://bit.ly/3frPVu3

9 6月16日 シミック（株） https://bit.ly/3dloOym

10 6月23日 （株）サイバーエージェント https://bit.ly/39olHo9

11 6月30日 （株）電通デジタル https://bit.ly/3cywr5k

12 7月7日 全日空商事（株） https://bit.ly/3rr86Cw

13 7月14日 エイチ・エス損害保険（株） https://bit.ly/3lZhDQd

参考文書2:データサイエンスセミナー
社会におけるデータ利活用の実際(令和3年度開催学生告知）

参考文書3:DS協会との連携セミナー
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1 イメージしないことは実現しな

い 

皆さんは将来、どのような社会⼈になりたいですか。まずは理想の⾃分をイメージしてください。この時、で

きるだけ志を⾼く持って欲しいと思います。 

次に、現在の⾃分と理想の⾃分のギャップを把握しましょう。そのギャップを、4年間かけて埋めていき、

⼤学卒業時に理想の⾃分になってほしいと願っています。 

2 成⻑過程を楽しむために  成⻑過程を楽しむためには、⾃ら考え、⾃ら⾏動する⾃発性が重要です。⾃ら⾏動して、⾃⾝の成⻑

が実感できた時、また次の⽬標に向けて⾏動することができます。 

3 バックキャスティングで  最初に将来の⽬標を描き、次にその⽬標を実現するための道筋を定めていく⼿法をバックキャスティング

と呼びます。皆さんの場合は、理想の⾃分像を定め、これを実現するために卒業までの各学期でなすべ

きことを計画することになります。1年次⽣であれば4年間計8学期が構想すべき期間となります。  

4 PDCAを回してステップアップ PDCAとはPlan（計画）, Do（実⾏）, Check（振り返り・検証）, Action（改善案の検討）

の頭⽂字です。学期初めの「⽬標設定」はPlanとなります。学期中の取り組みがDo、成績発表を受け

ての振り返りと検証がCheck、そして課題の解決や改善案の整理がActionとなります。このActionを

踏まえ、新学期において⼀段階ステージを上げた「⽬標設定」を⾏うことになります。  

5 

 

メンターや学内サポートの活

⽤  

この取り組みは主体的であることが重要ですが、みなさんは経験も浅く、また視野や情報も限られている

可能性もあります。経験不⾜や情報不⾜を補うために重要な役割を 

果たしてくれるのがメンターとなる担任教員です。そのほか、学内には 

キャリア⽀援センターや健康管理センターなどみなさんの⼤学⽣活をサポート 

する体制が整っています。 

理想の⾃分に近づくための効果的な取り組みなどのアドバイスをもらって 

ください。        履修することが望ましい科⽬の案内もあるかと思います。  

START 

1年次 
2年次 

3年次 
4年次 

卒業後の活躍 

YCU-Board ポートフォリオ機能 ⽬標設定について 
⼤学⽣活を通じて理想の⾃分を実現するために︕ 
 〜⾃発的に⽬標を設定し、主体的に⽬標の進捗や実⾏を管理し、成⻑を実現する〜  
 ディプロマポリシーを満たすとともに理想の⾃分を実現するために、⾃⾝の⽬標を学期初めに⼊⼒し、学期末に振り返りを⾏ってください。以下では、⽬
標設定をすること、振り返りをすることの意義をまとめています。漫然と⽬の前のことだけに追われていると、あっという間に４年間が経過してしまいます。⾃
⾝が考える未来の理想像をイメージし、⽬標を掲げてその⽬標に向かって取組を進めることが重要です。なお、みなさんが書き込んだ内容については、個
⼈を特定する形で利⽤されることも、公表されることもありませんので、安⼼してYCU-Boardの⽬標設定機能を⼤いに活⽤してください︕  

令和４年８⽉ ⾼等教育推進センター 教育開発部⾨ 

学期ごとにPDCAを繰り返しながら成⻑ 

（1年次⽣であれば4年間計8学期） 

国際教養学部・国際商学部・理学部・データサイエンス学部 学⽣のみなさんへ 

バックキャスティング 

未来の⾃分のありたい姿から今を⾒て、 

何をやるのか、どうやって実現するのか、

考えてみましょう︕ 
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横浜 4 大学「第 8 回ヨコハマ FD フォーラム」を開催 

「新型コロナ禍の経験から、あらためて学生支援について考える 

―コロナ禍の学生生活と学修への影響―」 

12 月 10 日(土) オンライン開催 

 

横浜市内 4 大学（横浜市立大学・神奈川大学・関東学院大学・横浜国立大学）は、2022

年 12 月 10 日（土）にオンライン（Zoom）にて「ヨコハマ FD フォーラム」を開催します。 

この活動は、2017 年 2 月に 4 大学間で締結した「FD※活動の連携に関する包括協定」に 

基づいて実施しています。 

新型コロナウイルス感染症の拡大による大学生への影響として、授業のオンライン化、

経済的問題の他に、学生生活を中心とした「学生支援」と総称される領域での様々な問題

が挙げられます。オンライン授業に対する学生の満足度が多くの大学で対面授業に劣らな

かったことに比べ、学生支援に関わる問題ではキャンパスへの入構制限によって学生同士

の交流ができなかったことや大学施設利用等の制限に関して、一部から不満の声が確認さ

れました。特に大学への入学と新型コロナ禍が重なった現在の 3 年次生については、学修

への影響も懸念されています。 

今年度のフォーラムでは、「新型コロナ禍の経験から、あらためて学生支援について考え

る―コロナ禍の学生生活と学修への影響―」をテーマに、通学制大学における「大学の目的、

大学生活の意義、大学に求められる学生への支援とは何か」について、当事者である学生も

交えて議論し、今後のあり方を検討します。 

 

※FD（Faculty Development） 

教職員が授業内容・方法を改善し向上させるための組織的な取組の総称。（中央教育審議会

「我が国の高等教育の将来像」答申（平成 17 年 1 月））。教員相互の授業参観の実施、授業

方法についての研究会の開催、新任教員のための研修会の開催などを FD 活動と呼ぶ。 

 

【第 8 回ヨコハマ FD フォーラム概要】 

日  時：2022 年 12 月 10 日（土）13:00～16:00（Zoom 開始：12：50～） 

参加方法：オンライン（Zoom） 

参 加 費：無料 

対  象：大学教職員、大学教育にご関心のある一般の方、学生等 

定  員：第 1 部：なし、第 2 部：200 名 

2 0 2 2 年 1 1 月  8 日 

横 浜 市 立 大 学 

神 奈 川 大 学 

関 東 学 院 大 学 

横 浜 国 立 大 学 

神奈川県政記者会 

横浜市政記者会 同時発表 
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申込方法：https://forms.office.com/r/c7r4UXx2mz 

     上記 URL よりお申込みください。 

     申込期限：2022 年 12 月 6 日（火） 

     ※お申込みいただいた方に後日メールにて URL をお送りします。 

内  容：【第 1 部】各大学からの報告（13:10～15:10） 

     教員と学生による実践報告—横浜４大学のコロナ禍の学生生活と学生支援－ 

     【第 2 部】グループディスカッション（15:20～15:55） 

共同主催：横浜市立大学・神奈川大学・関東学院大学・横浜国立大学 

お問い合わせ先：横浜市立大学 教育推進課学術企画担当 acaplan@yokohama-cu.ac.jp 
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当日の詳細については裏面へ

会場 Zoom によるオンライン開催 （主催校 横浜市立大学）
   ※申し込みした方に後日メールで URL を連絡します。
対象 大学教職員、大学教育にご関心のある一般の方、学生等
定員 第１部 定員なし。第２部 先着 200 名（オンライングループワークをするため）
参加締切 202２年 12 月６日 ( 火 )※お早めにお申込みください
参加費 無料
申込 URL https://forms.o ce.com/r/c7r4UXx2mz
※第 2 部は定員になり次第締め切らせていただきます
◎お問い合わせ先 
 横浜市立大学教育推進課学術企画担当
  acaplan@yokohama-cu.ac.jp

2022 年 12 月 10 日 ( 土 )
13 時 16 時
オンライン開催 (Zoom)

第８回ヨコハマ FD
フォーラム

「新型コロナ禍の経験から、あらためて学生支援について考える」
 コロナ禍の学生生活と学修への影響 
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新型コロナウイルス感染症の拡大による大学生への影響として、授業のオンライン化、経済的問題の他に、キャンパス
への入構制限によって学生同士の交流ができなかったことや大学施設利用等の制限等の「学生支援」領域での問題が
挙げられ、一部から不満の声も確認されています。特に大学への入学と新型コロナ禍が重なった現3年次生については、
学修への影響も懸念されています。
このような背景を踏まえ、今年度のフォーラムでは、通学制大学における「大学の目的、大学生活の意義、大学に求め

られる学生への支援とは何か」について、当事者である学生も交えて議論し、今後のあり方を検討します。

「新型コロナ禍の経験から、あらためて学生支援について考える」
 コロナ禍の学生生活と学修への影響 

13 00 13 05
(5分)

接続の確認・注意事項等の事務連絡
【司会】菊池 芳明（横浜市立大学 学務准教授）

13 0５ 13 10
(5分)

開会あいさつ・フォーラムの流れおよび趣旨説明
中條 祐介（横浜市立大学高等教育推進センター⾧）

13 10 15 10
(120分)

各大学発表25分×4大学
（途中休憩5分）

質疑応答15分

【第１部】教職員と学生による実践報告-横浜４大学より-
（各大学25分 敬称略）

＜横浜市立大学＞
・柳本 薫（ボランティア支援室）
「新型コロナ禍におけるボランティア支援室の取組み」
・加藤 すみれ (国際商学部3年・ボランティア支援室学生スタッフ)

浦田 莉里花 （国際教養学部3年・ボランティア支援室学生スタッフ）
「新型コロナ禍におけるボランティア支援室学生スタッフVolunchの取組み」

＜神奈川大学＞
・東海林 竜也（理学部化学科 准教授）
「学習管理システムを活用した学生対応の模索」
・菊地 湧也（理学研究科博士前期課程 2年）
「コロナ前後における学生生活の意識・行動の比較とそれらが与える影響 学
習面に焦点を当てて 」

＜関東学院大学＞
・小林 弥生（カウンセリングセンター・臨床心理士）
「学生相談からみたコロナ禍の大学生活の変化と支援の実際」
・大薗 佑輝（経営学部４年）
「コロナ禍におけるサークル活動と授業形態等の変化」

＜横浜国立大学＞
・松本 真哉（高大接続・全学教育推進センター副センター⾧、

環境情報研究院教授）
「学修活動における本学のコロナ対策の影響」
・杉山 陽平（理工学府 博士課程前期２年）

山田 亜実（経営学部４年）
「コロナ前後の学修活動を振り返る 学生の視点から」

【質疑応答（4大学分）】
15 10 15 20

(10分) 休 憩

15 20 15 55
(35分)

冒頭説明・グループワーク 15分
全体共有 20分

【第２部】情報及び意見交換会
参加者によるグループワーク（Zoomのブレークアウトセッション
機能を活用 4 5名で1グループ）と全体共有

15 55 16 00
(5分) 閉会あいさつ(神奈川大学)

【全体プログラム】
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横浜市立大学 FD・SD に関する基本方針 

 

令和５年２月１日制定 

 

横浜市立大学（以下、「本学」という）は、国際都市横浜と共に歩み、教育・研究・医療分

野をリードする役割を果たすことをその使命とし、社会の発展に寄与する市民の誇りとなる大

学を目指している。本学の基本方針にも掲げる「横浜から世界へ羽ばたく」人材育成を推進

し、学修者本位の教育を実現するために、ファカルティ・ディベロップメント（以下、「FD」

という。）・スタッフ・ディベロップメント（以下、「SD」という。）活動を実施する。本学

におけるFD・SD活動は、本学教職員および指導補助者（以下、「教職員等」という。）に必要

とされる知識・技能の習得や、能力・技能の向上、授業内容・方法の改善のための研修等を行

い、組織的かつ体系的に教育の質の改善・向上を図るものとする。その活動の実施のための基

本方針を次の通り定める。 

 

１ 実施方針 

（１）FD活動は、教職員等が教育方法・学修方法・カリキュラム全体を理解し、各学部及び研究科

（以下、「各部局」という。）が定めた学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）で示した

人材の育成に向けて、教職員等の能力・資質の向上を図り、体系的に実施する。 

（２）SD活動は、本学の教育研究活動等の適切かつ効率的な運営のため、教職員としての職

務に必要な能力・資質の向上を図り、体系的に実施する。 

（３）上記のほか、FD・SD の企画・実施にあたっては、各部局の要望、教学IR活動での分析

結果から抽出された課題の改善、本学を取り巻く社会的な状況などを考慮しつつ実施する

ものとする。 

（４）アンケート等を用いてその内容・方法・効果等を自己点検・評価し、改善を図るものと

する。 

（５）FD・SD の活動状況等については、適宜ウェブサイト等を通じて学内外へ広く発信す

る。 

 

２ 実施体制 

（１）全学組織の高等教育推進センターFD・SD部門は国際総合科学群及び医学群のFD・SD活動

状況等をとりまとめ、全学的にFD・SD活動を推進する。合わせて全学規模で行うFD・SDの

企画・実施・検証を行う。 

（２）国際総合科学群及び医学群の各FD・SDにかかる委員会において、FD・SDの企画・実

施・検証を行う。 

 

３ 対象者 

（１）FD・SDの対象は、本学の教育にかかる教職員および指導補助者とする。 

（２）附属病院や関連施設に所属する教職員に対しても必要に応じて、その職員の職務に必

要な能力・資質の向上を図るために、FD・SD活動を実施する。 
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FD関連講演会等実績　（令和４年度実績）

①国際総合科学群FD・SD研修会
（国際教養学部主催）

②国際総合科学群FD・SD研修会 ③第1回教養ゼミFD研修会

会　場 オンライン開催 オンライン開催 オンライン開催

参加人数 67名 67名 72名

講演者
群馬大学学術研究院

二宮 祐 准教授
テリル ブレネン シニアインストラクター、

鈴木 凌 助教、大西 暁生 教授
本多 尚 共通教養長、平井 美佳 副共通教養長、

土屋 隆裕 教授

④高等教育推進センター 高大連携・初年次教育部門 ⑤国際総合科学群FD・SD研修会 ⑥第1 回バリアフリー支援室FD・SD 研修会

会　場 オンライン開催 オンライン開催 オンライン開催

参加人数 59名 34名 47名

講演者
横浜市教育委員会 学校教育企画部 高校教育課

主任指導主事 小島 孝道 様
学生支援室スタッフ

ボランティア支援室学生スタッフ
バリアフリー支援室 飯塚 明雄 コーディネーター

⑦第8回ヨコハマFDフォーラム ⑧国際総合科学群FD・SD研修会 ⑨高等教育推進センター教育開発部門FD・SD研修会

日　時 令和4年12月10日 令和4年12月12日 令和4年12月16日

会　場 オンライン開催 オンライン開催 オンライン開催

参加人数 91名 22名 37名

講演テーマ
新型コロナ禍の経験から、

あらためて学生支援について考える
―コロナ禍の学生生活と学修への影響―

横浜市立大学におけるSDGsの取組み①
―学生団体TEHsの活動―

インストラクショナルデザイン（ID）
に基づいた大学教育のデザイン

―授業方法・学習目標・評価方法についての提案―

講演者
横浜市立大学・神奈川大学・関東学院大学・横浜国立大

学
担当教職員及び学生

学生団体TEHs 熊本大学　鈴木克明教授

高等学校新学習指導要領の内容理解と大学教育への接続
新型コロナ禍におけるボランティア支援室と

学生スタッフVolunchの取り組み
合理的配慮と障害学生支援

日　時 令和4年11月4日 令和4年11月16日 令和4年11月25日

令和４年度

国
際
総
合
科
学
群

日　時 令和4年7月21日 令和4年7月28日 令和4年8月2日

講演テーマ 教育の「内部質保証」に向けて 令和3年度学部長・共通教養長賞受賞者講演 本年度の教養ゼミにおける研究倫理教育とその振り返り

講演テーマ
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⑩国際総合科学群FD・SD研修会 ⑪国際総合科学群FD・SD研修会（DS学部主催） ⑫情報関連科目FD・SD研修会

会　場 オンライン開催 オンライン開催 オンライン開催

参加人数 29名 37名 40名

講演者 長畑 周史　准教授、吉田 栄一 教授
八景キャンパス等研究倫理委員会 事務局

（横浜市立大学 研究推進部 研究・産学連携推進課）
本多 尚 共通教養長、小野 陽子 情報教育委員会委員長

⑬国際総合科学群FD・SD研修会（理学部主催） ⑭国際総合科学群FD・SD研修会 ⑮国際総合科学群FD・SD研修会（国際商学部主催）

会　場 オンライン開催 オンライン開催 オンライン開催

参加人数 46名 38名 42名

木原生物学研究所 井藤 純  特任助教
本多 尚 共通教養長

横浜国立大学 山之内 雄二 輸出管理マネージャー
（横浜国立大学研究推進機構研究支援室）

柴田 典子 准教授

⑯第2回教養ゼミFD研修会 ⑰国際総合科学群FD・SD研修会

会　場 オンライン開催 オンライン開催

参加人数 26名 25名

本多 尚 共通教養長、土屋 隆裕 教授、平井 美佳 副共
通教養長、学術情報課担当者

企画財務課　徳永 洋一郎 係長
高等教育推進センター　菊池 芳明 学務准教授

①医学会FD ②医学会FD ③医学会/医学教育センターFD

日　時 令和4年6月8日 令和4年7月19日 令和4年8月8日

会　場 オンライン配信 対面開催/録画配信 対面開催/録画配信

参加人数 36名 （対面開催）3名/（録画配信）11名 （対面開催）11名/（録画配信）12名

テーマ
テンプル大学Cardiovascular Centerにおける研究と交

流
Clinical Clerkship and Medical Education at UCSD アメリカにおける医学教育の最先端　～医学研究者の育成～

講演者
テンプル大学医学部
Cardiovascular Research Center 教授　江口　暁

カルフォルニア大学サンディエゴ校（UCSD)
整形外科学部門 臨床教授 Kenneth Vitale

テキサス大学オースティン校
名誉教授 Dee U Silverthorn

④医学科・看護学科合同FD ⑤医学教育推進部門FD ⑥看護学科・看護学専攻FD

日　時 令和4年8月8日 令和5年1月～令和5年2月 令和5年2月16日

会　場 オンライン配信/録画配信 録画配信 オンライン配信

参加人数 （オンライン配信）34名/（録画配信）13名 60名 30名

講演テーマ 多職種連携教育
①(2022年12月版）医学科カリキュラムについて
②公的化を踏まえた共用試験の方向性について

③合理的配慮と障害学生支援

学内の研究者の先生から研究を学ぶ
「高齢者のケアの分断を調査 　Yokohama Original
Medical Data Baseを用いた
   横浜市 75 歳以上住民の全数調査」

講演者
千葉大学大学院看護学研究院附属専門職連携教育研究センター
センター長・教授　酒井　郁子

①医学教育学　稲森正彦
②共用試験実施評価機構　副理事長　齋藤宣彦

③バリアフリー支援室 コーディネーター 飯塚明雄

データサイエンス研究科 ヘルスデータサイエンス専攻
金子 惇

医
学
科
・
看
護
学
科

日　時 令和5年3月14日 令和5年3月17日

講演テーマ 来年度からの新しい教養ゼミに向けて
横浜市大におけるSDGsの取組状況(2)
―法人の取組状況と教育面での取組―

日　時 令和5年2月21日 令和5年2月22日 令和5年3月8日

講演テーマ
研究思考（リサーチマインド）を育む研究室（ラボ）

のマネジメントとは？
－風通しのよいラボ運営に向けて－

安全保障輸出管理について
-留学生受入の際の留意点を中心に-

産学連携の推進

日　時 令和5年1月26日 令和5年2月16日 令和5年2月20日

講演テーマ サバティカル終了後報告
八景キャンパス等研究倫理委員会の

手続きや審査のフローについて
2023年度情報関連科目リニューアルに伴う

講義内容と他の講義との関連性
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横浜市立大学 教学IRに関する基本方針 

 

令和５年２月１日制定 

 

横浜市立大学（以下、「本学」という）は、国際都市横浜と共に歩み、教育・研究・医療分

野をリードする役割を果たすことをその使命とし、社会の発展に寄与する市民の誇りとなる大

学を目指している。本学の基本方針にも掲げる「横浜から世界へ羽ばたく」人材育成を推進

し、学修者本位の教育を実現するために、教学IR（Institutional Research）活動を実施す

る。本学における教学IR活動は、入学者選抜、学生教育、学生支援及びキャリア支援等に関す

る諸データの収集、分析ならびに情報提供等を行い、組織的かつ体系的に教育の質の改善・向

上を図るものとする。その活動の実施のための基本方針を次の通り定める。 

 

１ 実施方針 

（１）学内外のさまざまなデータの収集、分析ならびに情報提供等を行い、教育における戦

略的な意思決定につなげる。 

（２）教学IR活動での分析結果から抽出された課題の解決のため、ファカルティ・ディベロ

ップメント（FD）やスタッフ・ディベロップメント（SD）活動の実施等を通じて、教育

の質改善につなげる。 

（３）教学IR活動での分析結果から抽出された強みを活かし、教育の質向上につなげる。 

（４）教学IR活動状況等については、ウェブサイト等を通じて学内外へ広く発信する。 

 

２ 実施体制 

（１）全学組織の高等教育推進センター教学IR部門は国際総合科学群及び医学群の教学IR活動

状況等をとりまとめ、全学的な教学IR活動を推進する。 

（２）国際総合科学群及び医学群の各教学IR検討ワーキングは、各種データの分析・検討を行

う。 

 

３ データ取扱における留意事項 

（１）収集したデータは、個人情報の保護に関する法律などの関係法令及び研究データ管

理、個人情報保護、情報セキュリティなどの本学の関連規程に従い、適切に管理するも

のとする。 

（２）収集したデータは、その分析や可視化などにより教育・学習を支援するために用いる

こととし、これ以外の目的には利用しない。 

（３）データ収集・分析は、教学IR活動の目的に照らして体系的かつ効率的に実施する。 

（４）高等教育推進センター教学IR部門、国際総合科学群及び医学群の各教学IR検討ワーキン

グは、組織横断的なデータが必要な場合、データを所有する組織の協力のもと、データを

収集する。 

（５）学生又は学内の他組織等から個人情報を得る際は、利用目的を定め、かつ明示し、そ

の利用目的の達成に必要な範囲で、適切な方法により収集する。 
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令和４年度 国際総合科学群教学IR検討ワーキング取組事項                 

 

１ 国際総合科学群教学 IR 検討ワーキング開催実績 

第１回 令和４年６月 17日  

第２回 令和４年９月９日 

第３回 令和４年 11 月 28 日  

第４回 令和５年２月 13日 

第５回 令和５年３月 20日 

 

    

２ 国際総合科学群教学 IR 検討ワーキングメンバー（敬称略） 

 

ワーキング長 土屋 隆裕 

ワーキング長補佐 中條 祐介 

国際教養学部 鈴木 伸治、柿崎 一郎、山田 剛史 

国際商学部 大澤 正俊、白石 小百合、吉永 崇 

理学部 横山 崇、大関 泰裕、北 幸海 

データサイエンス学部 山崎 眞見、土屋 隆裕 

事務局 
小林学務・教務部長、佐藤学術企画担当係長、植松学長室担当係長、

田中学術企画担当、佐々木学術企画担当 
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令和４年度 国際総合科学群教学IR検討ワーキング分析結果概要             

 

１. 入学から卒業後までのアンケートをつないだ経時的な分析 

＜取組概要＞ 

平成 30 年度から引き続き、「新入生アンケート（入学時実施）」、「カリキュラム

評価アンケート（卒業時実施）」、「卒業生アンケート（卒後３年に実施）」の３つの

アンケートを設定し、本学が特に重視する教育理念に関する共通の設問への回答結

果について分析した。 

分析結果については、各種会議にて報告を行うとともに、結果を各学部教授会で

報告・共有し、各学部におけるカリキュラム改善検討を支援した。 

また、各アンケートの回答率向上のために、回答者への結果の共有・周知を進め

ることが提案され、来年度以降対応を進める。 

（分析内容） 

各アンケートをつないだ経時分析 

＜分析結果＞ 

分析結果について、入学時と卒業時の回答結果から、本学が掲げる教育理念につ

いて、入学時には期待値が高いものの、卒業時、卒後 3年と徐々に下がっていく傾

向が見られた。 

なお、令和 3年度のカリキュラム評価アンケートのみ、「グローバルな視野」の

数値が高くなっており、該当学年の留学状況等、要因を確認した。 

     

２. 教学 IR 検討 WG における認証評価に向けた対応 

＜取組概要＞ 

 令和３年度の認証評価受審を想定し設定した３つの観点について、認証評価受審後

も普遍的な課題として検討を進めた。教学 IR 検討 WG にて解析した結果について各学

部会議体にて報告を行うとともに、結果を各学部教授会で報告・共有し、各学部におい

て各学部独自の課題が確認された。 

（分析内容） 

(1) 令和３年度後期・令和４年度前期授業評価アンケートにおける授業外学修時間の推移 

(2) 令和３年度後期・令和４年度前期科目における成績評価 

(3) 学修成果の可視化検討 

＜分析結果＞ 

(1) 令和４年度授業評価アンケートの結果を過年度の結果と比較した結果、オ 

ンライン授業を開始した令和２年度には授業外学修時間が増加していたが、令和 

３年度、令和４年度の結果は横ばいであった。令和５年度は原則対面授業となる 

3 52



3 

 

ため、引き続き、授業外学修時間の分析を進める。 

 (2) 令和３年度後期、令和４年度前期の成績評価結果を分析し、成績評価が適 

切に行われているか確認を行った。 

各科目の成績登録者数によって平均値に差が見られるため、今後は成績登 

録者数をを考慮し分析を進める。また、各学期の集計結果だけでなく、経年 

変化を集計し、俯瞰的に変化を確認できるようにする。 

(3) 令和４年度より導入した YCU-Board に実装したポートフォリオ機能の活用推進 

を進めた。 

・YCU 指標等の学修成果の AI試行分析については、(1)留学経験と学修成果項目 

の相関分析、(2)入試区分と学修成果項目の相関分析を行った。現時点で大き 

な違いは見られなかったため、YCU-Board のデータを蓄積し、経年で集計を行う。 

・YCU-Board 目標設定機能の活用については、学生、教員への内容や意義の説 

明、周知を進め、目標・振り返りの登録が浸透するよう努めた。 

・YCU-Board ポートフォリオ機能の活用については、入力項目を確認し、所管課 

に入力を依頼した。 

 

３. ALCS 学修行動比較調査の実施及び分析 

＜取組概要＞ 

 学生データの効率的な収集及び他大学との比較のため、令和元年度より教学比較

IR コモンズに入り会いし、令和４年度も１年次、３年次の学生に対しアンケート調査

を実施した。令和４年度は令和３年度の調査結果について分析を実施し、各学部へ内

容を報告・共有した。 

（分析内容） 

令和３年度横浜市立大学 ALCS 学修行動比較調査 

＜分析結果＞ 

「よく学ぶ学生に刺激されて学修が促されたこと」に関する設問について「よく 

あった・かなりあった」とする回答、「短期・長期海外留学を希望する」という回 

答が他大学と比較して 10%程度多いという結果が見られた。一方で、「図書館の蔵書 

内容」「設備の使用感」については、他大学よりも満足度が低い傾向が見られた。 

 

４. 全国学生調査の実施及び分析 

＜取組概要＞ 

全国学生調査は、文部科学省によって、令和元年度から令和４年度までの計３回、

試行で実施されており、本学も協力している。令和４年度は令和３年度調査結果の分

析及び令和４年度調査の周知を実施し、集計結果を各種会議体に報告・共有した。 
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（分析内容） 

令和３年度全国学生調査 

＜分析結果＞ 

・論理的な思考や、研究を進める上で必要とされるスキルを問う項目で全国平均を 

上回る傾向があった。（「項目 29 文献・資料を収集・分析する力」、「項目 30：論 

理的に文章を書く力」、「項目 31：人に分かりやすく話す力」） 

・グローバル人材及びデータサイエンス人材の育成に関する項目では、全国平均と 

同等または上回る水準であった。特に「項目 32：外国語を使う力」では、全国平 

均 2.1 に対し、本学平均は 2.4と良好な結果であった。データサイエンスに関わ 

る「項目 33：統計などデータサイエンスの知識・技能」も、令和 3年度は全国平 

均と全学平均は同水準であった。 

・全国平均を下回った項目は「項目７：予習・復習などの自主学習について授業や 

シラバスで指示があった」、「項目 10：課題等の提出物に適切なコメントが付され 

て返却された」であった。 

 

５. 分析結果の報告 

解析結果について各種会議にて報告・共有し、各学部におけるカリキュラム改善を支援

した。 

＜報告・共有した会議体＞ 

・学長諮問会議（年１回） 

・教学 IR検討ワーキング（年５回）、高等教育推進センター教学 IR 部門会議(年４回) 

・各学部教授会（年３回） 

・ICT 推進委員会（年２回） 
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令和４年度前期授業評価アンケートにおける授業外学修時間の推移について 

 

1 趣旨 

大学設置基準に基づき、本学の各学部の通則において、単位については下記のように規定されてお 

り、１科目(２単位)の授業の場合、90時間の学習時間が必要となり、授業時間が 30時間であれば、 

授業外学修時間は 60 時間必要となります。 

 令和４年度前期授業の授業評価アンケートの結果をもとに、授業外学修時間を分析し、各学部の通 

則に沿って授業外学修時間が確保されているか確認を行います。 

2 分析対象データ 

平成 30 年度から令和４年度の授業評価アンケートデータ 

（分析対象の設問） 

問２：授業時間以外に学修を一週間にどのくらいしましたか。 

選択肢：１．ほとんどしなかった ２．１時間未満 ３．１時間以上２時間未満 

４．２時間以上３時間未満 ５．３時間以上４時間未満 ６．４時間以上 

    ※選択肢６は令和２年度より追加 

 

アンケート回答率（前期） 

※令和元年度までは紙媒体、令和 2年度からは WEB でアンケート実施 

 

 

 

 

 

 

アンケート実施科目数（前期） 

※令和元年度までは紙媒体、令和 2年度は WEB でアンケート実施 

 

【各学部通則抜粋】 

（単位） 

第４条 授業科目の単位数は、１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもっ 

て構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に 

必要な学修等を考慮して、次の基準によることを原則とする。 

(1) 講義科目及び演習科目については、15時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 実験、実習、実技及び語学科目については、30 時間の授業をもって１単位とする。 

 

H30 R元 R2 R3 R4

学部　講義全体（DAT科目を除く） 74.2% 74.3% 35.7% 33.5% 28.8%

学部　演習全体 85.3% 84.5% 40.9% 47.8% 40.4%

データサイエンス学部系講義
（科目コード先頭３桁がDATの科目）

78.9% 78.8% 37.5% 25.1% 31.2%

H30 R元 R2 R3 R4

学部　講義全体（DAT科目を除く） 283 270 308 247 224

学部　演習全体 368 379 324 444 259

データサイエンス学部系講義
（科目コード先頭３桁がDATの科目）

7 15 39 58 30
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１. 授業外学修時間の推移 

(１) 回答数比較 

① 全体について 

 ５年分の回答数について、それぞれの年度で占める割合を確認した。令和２年度に「3．

１時間以上２時間未満」より上位の回答割合が増加したものの、それ以降は減少傾向と

なり、令和３年度と令和４年度の回答割合は横ばいとなっている。 

 

 

6．４時間以上 
5．３時間以上

４時間未満 

4．２時間以上

３時間未満 

3．１時間以上

２時間未満 
2．１時間未満 

1．ほとんどし

なかった 
計 

H30  2021 件 1419 件 3558 件 6153 件 7388 件 20539 件 

   9.84% 6.91% 17.32% 29.96% 35.97% 100.00% 

R01  1572 件 1251 件 3446 件 6903 件 6613 件 19785 件 

   7.95% 6.32% 17.42% 34.89% 33.42% 100.00% 

R02 645 件 548 件 1409 件 3479 件 3657 件 1219 件 10957 件 

  7.75% 4.34% 10.68% 30.26% 35.24% 11.74% 100.00% 

R03 433 件 318 件 949 件 2588 件 3134 件 1256 件 8678 件 

 4.99% 3.66% 10.94% 29.82% 36.11% 14.47% 100.00% 

R04 406 件 291 件 868 件 2357 件 2736 件 1299 件 7957 件 

 5.10% 3.66% 10.91% 29.62% 34.38% 16.33% 100.00% 

※令和２年度について、選択肢６及び５の合算値は「1193 件（10.89％）」、令和３年度は「751 件

（8.65％）」、令和４年度は「697 件(8.76%)」 
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② 講義について 

      令和３年度と令和４年度の選択肢３～６の回答割合はほぼ横ばいとなっている。 

 

 

6．４時間以上 
5．３時間以上

４時間未満 

4．２時間以上

３時間未満 

3．１時間以上

２時間未満 
2．１時間未満 

1．ほとんどし

なかった 
計 

H30 講義   1224 件 884 件 2431 件 4976 件 6326 件 15841 件 

    7.73% 5.58% 15.35% 31.41% 39.93% 100.00% 

R01 講義   775 件 696 件 2253 件 5754 件 5747 件 15225 件 

    5.09% 4.57% 14.80% 37.79% 37.75% 100.00% 

R02 講義 354 件 376 件 1017 件 2823 件 3168 件 1081 件 8819 件 

  4.01% 4.26% 11.53% 32.01% 35.92% 12.26% 100.00% 

R03 講義 183 件 187 件 572 件 1927 件 2643 件 993 件 6322 件 

 2.81% 2.87% 8.79% 29.62% 40.63% 15.27% 100.00% 

R04 講義 160 件 146 件 502 件 1739 件 2257 件 1012 件 5816 件 

 2.75% 2.51% 8.63% 29.90% 38.81% 17.40% 100.00% 

※選択肢６及び５の合算値 

令和２年度：「730 件（8.28％）」、令和３年度：「370 件（5.85％）」、令和４年度「306 件(5.26%)」 
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③ 演習について 

令和３年度と比較して、令和４年度の選択肢３～６の回答割合は横ばいとなっている。 

 

 

6．４時間以上 
5．３時間以上

４時間未満 

4．２時間以上

３時間未満 

3．１時間以上

２時間未満 
2．１時間未満 

1．ほとんどし

なかった 
計 

H30 演習   797 件 535 件 1127 件 1177 件 1062 件 4698 件 

    16.96% 11.39% 23.99% 25.05% 22.61% 100.00% 

R01 演習   797 件 555 件 1193 件 1149 件 866 件 4560 件 

    17.48% 12.17% 26.16% 25.20% 18.99% 100.00% 

R02 演習 291 件 172 件 392 件 656 件 489 件 138 件 2138 件 

  13.61% 8.04% 18.33% 30.68% 22.87% 6.45% 100.00% 

R03 演習 250 件 131 件 377 件 661 件 491 件 263 件 2173 件 

 11.50% 6.03% 17.35% 30.42% 22.60% 12.10% 100.00% 

R04 演習 246 件 145 件 366 件 618 件 479 件 287 件 2141 件 

 11.49% 6.77% 17.09% 28.87% 22.37% 13.40% 100.00% 

※選択肢６及び５の合算値 

令和２年度：「463 件（21.66％）」、令和３年度は「381 件（17.53％）」、令和４年度「391 件(18.26%)」 
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(２) 平均比較 

過去５年の回答の平均値を比較した。なお、令和２年度以降、「6．４時間以上」は「5．

３時間以上４時間未満」とみなして算出している。 

① 全体について 

回答の平均値について分析した結果、対面授業を実施した令和元年度までと比較し、

令和２年度には講義科目及び演習科目について授業外学修時間が増加したが、令和３年

度には微減、令和４年度に微増している。 

講義全体は平均値が 2.0 の範囲であるため、授業外学修時間は「２．１時間未満」 

が平均、演習全体は平均値が 3.0 の範囲であるため、授業外学修時間は「３．１時間 

以上２時間未満」が平均という結果になっている。 

  

H30 R元 R2 R3 R4
学部　講義全体 2.25 2.16 2.73 2.56 2.65

学部　演習全体 3.01 3.04 3.31 3.26 3.34
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② 講義について 

回答の平均値について分析した結果、令和３年度と比較し、令和４年度は全項目にお 

いて減少傾向である。 

全項目ともに平均値が 2.0 の範囲であるため、授業外学修時間は「２．１時間未満」 

が平均という結果になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H30 R元 R2 R3 R4

共通教養 1.89 1.93 2.42 2.19 2.11

国際教養学部　国際教養学系 2.02 1.74 2.89 2.58 2.83

国際教養学部　国際都市学系 1.91 1.91 2.79 2.77 2.74

国際商学部 2.29 2.04 2.77 2.76 2.81

理学部 2.35 2.28 2.98 2.90 2.62

データサイエンス学部 2.45 2.34 2.76 2.54 2.74
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③ 演習について 

回答の平均値について分析した結果、令和３年度と比較し、令和４年度は国際教養学部

教養学系、都市学系、理学部において授業外学修時間が増加し、国際商学部において減

少している。 

共通教養においては、平均値が 2.0 の範囲であるため、授業外学修時間は「２．１時間 

未満」、国際教養学部、国際商学部、理学部、データサイエンス学部においては、平均値 

が 3.0 の範囲であるため、授業外学修時間は「３．１時間以上２時間未満」が平均という 

結果になっている。 

 

 

 

 

 

④ 科目グループごとの経年比較について 

資料２：科目グループごとの経年比較表 参照 

  

H30 R元 R2 R3 R4

共通教養 2.31 2.35 2.87 2.61 2.61

国際教養学部　国際教養学系 3.57 3.43 3.64 3.80 3.88

国際教養学部　国際都市学系 3.20 3.23 3.83 3.76 3.82

国際商学部 3.47 3.66 3.57 3.53 3.41

理学部 3.57 3.91 3.24 3.03 3.54
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２. 今後の方針について 

(１) オンライン授業による授業外学修時間の変化について 

令和２年度よりオンライン授業を導入したことによって、ほとんどの科目で授業外学修時 

間がオンライン授業導入前と比較して増加したが、令和３年度は授業外学修時間が減少 

し、令和４年度もほぼ同傾向となっている、 

講義科目・演習科目に分けて検証すると、講義科目では授業外学習時間が減少し、演習 

科目では微増していることがわかった。講義科目の授業外学修時間の減少については、大 

学の授業実施方針が原則対面授業となったことに伴い、成績評価方法をレポート方式から 

試験方式に戻したこと等が一因として考えられる。 

 

(２) 学部通則に規定されている１単位あたりの学修時間について 

大学設置基準に基づき、本学の各学部の通則で、単位は下記のように規定されている。 

今回の結果により、現状では規程上十分な授業外学修時間が確保できているとは言えない

状況であることから、授業外学修時間数を向上させる取組は継続すべきと考える。 

 

（単位） 

第４条 授業科目の単位数は、１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容

をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、

授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準によることを原則とする。 

(1) 講義科目及び演習科目については、15 時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 実験、実習、実技及び語学科目については、30 時間の授業をもって１単位とす

る。 

 

 

(３) 今後の方針 

オンライン授業の導入以降、対面授業のみであった令和元年度以前と比較して、授業外 

学修時間は増加しているものの、令和５年度からは原則対面で授業を実施するため、授業 

方法の変更による授業外学修時間数の変化については引き続き分析を行い、授業外学修時 

間を確保する方法の検討を進める。 

また、データ分析元である授業評価アンケートの回答率が講義科目で 28.8%、演習科目で 

40.4%と低い結果となっており、全学生の状況が反映されていない。授業評価アンケートの 

回答率を上げるため、質問内容の再検討、授業時間内で回答を依頼する等、対応を引き続 

き検討する。 
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1 

 

令和４年度前期科目における成績評価について 

 

１ 趣旨 

令和４年度前期科目の成績評価について分析を実施しましたので、報告いたします。 

 

２ 分析対象データ 

令和４年度前期科目のうち、下記条件をすべて満たす科目を対象としました。 

 学部で開講された科目 

 成績登録のあった科目 

 講義科目（演習、実験、実習、インターンシップ、留学等ではない科目） 

 「留学生対象の日本語に関する科目」ではない科目 

 教職科目ではない科目 

 成績が「秀」、「優」、「良」、「可」、「不合格」で判定される科目 

 

３ 分析方法 

 成績を下表の通り GP に変換し、GPの平均値を算出しました。 

成績 GP（数値） 

秀 4.0 

優 3.0 

良 2.0 

可 1.0 

不可 0.0 

 科目の所属学部別、分野別（科目コード※1先頭３桁で分類）に GP の平均値と、「秀」、「優」、

「良」、「可」、「不合格」の割合をグラフにしました。 

※1 科目コード…科目の学問分野や難易度を示した授業科目に付される番号 

 

４ ご確認いただきたいポイント 

・現状の成績評価は「厳格かつ客観的に実施されている」といえるか。 

(例)併行クラス間の成績等 

・分野によって成績分布に差が見られるか。それは適正と判断できるものか。 
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５ 分析結果 

 全学部 ※()内は昨年度値 

所属学部 科目数 GP 平均値 秀 優 良 可 不合格 成績登録者数 

Practical English 36 (32) 3.19  (3.21) 40.37% 19.59% 15.98% 4.68% 19.39% 1206 (1187) 

共通教養 167 (185) 2.79  (2.76)  25.62% 37.38% 23.33% 10.29% 3.38% 8776 (8882) 

国際教養学部 145 (171) 2.77  (2.87)  23.14% 38.33% 25.78% 10.01% 2.73% 4565 (4700) 

国際商学部 120 (125) 2.65  (2.61)  24.24% 28.08% 25.21% 16.09% 6.38% 4638 (4492) 

理学部 60 (118) 2.75  (2.71)  25.19% 32.69% 22.85% 12.96% 6.31% 2198 (2493) 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学部 29 (35) 2.76  (3.04)  25.78% 29.15% 21.86% 12.78% 10.43% 799 (1012) 

・昨年度の GP平均値と大幅な増減は見られなかった。 
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学部・分野別の平均値について 

① 共通教養 

所属学部 科目数 GP 平均値 秀 優 良 可 不合格 成績登録者数 

共通教養 167 (185) 2.79  (2.87) 25.62% 37.38% 23.33% 10.29% 3.38% 8776 (8882) 

ACC:会計学 8 (8) 2.80  (2.28) 31.82% 25.85% 17.61% 16.48% 8.24% 323 (314) 

BIO:生物学関連 4 (4) 3.55  (1.88) 65.13% 20.72% 8.22% 1.97% 3.95% 292 (279) 

BUS:経営学 6 (6) 2.60  (3.26) 16.16% 37.53% 33.15% 10.96% 2.19% 357 (359) 

CHE:化学関連 1 (2) 2.26  (2.40) 7.94% 30.95% 36.51% 21.43% 3.17% 122 (124) 

CHN:中国語 10 (10) 2.96  (2.88) 27.38% 42.86% 19.05% 5.95% 4.76% 80 (90) 

CLE:総合講義 23 (21) 2.87  (2.78) 24.61% 42.93% 21.42% 7.69% 3.35% 2337 (2400) 

CUL:文化関連 1 (1) 2.21  (2.40) 8.28% 27.81% 36.09% 23.84% 3.97% 290 (289) 

ECO:経済学 13 (14) 3.04  (2.89) 43.55% 21.32% 23.29% 8.29% 3.55% 733 (707) 

FRN:フランス語 5 (7) 2.72  (2.69) 15.28% 47.22% 25.00% 8.33% 4.17% 69 (69) 

GER:ドイツ語 4 (5) 2.82  (3.27) 22.73% 43.18% 27.27% 6.82% 0.00% 44 (57) 

HIS:歴史学関連 2 (2) 3.15  (2.20) 53.85% 19.23% 15.38% 11.54% 0.00% 26 (51) 

HUM:人間科学 1 (1) 2.68  (2.87) 12.20% 51.19% 22.71% 10.17% 3.73% 284 (291) 

ICT:情報コミュニ

ケーション 
24 (32) 3.13  (3.04) 32.59% 49.36% 11.32% 4.17% 2.56% 912 (923) 

KRN:韓国・朝鮮語 6 (7) 2.66  (2.82) 31.67% 21.67% 25.00% 20.00% 1.67% 59 (44) 

LAW:法学 6 (6) 2.37  (2.70) 15.81% 26.88% 28.06% 23.72% 5.53% 239 (267) 

LIN:言語学 2 (2) 2.65  (2.46) 8.05% 59.06% 20.81% 10.74% 1.34% 147 (141) 

LIT:文学関連 4 (4) 2.85  (2.53) 16.67% 53.33% 20.00% 5.56% 4.44% 86 (103) 

MAT:数学関連 7 (10) 2.99  (2.99) 36.57% 30.79% 20.83% 8.56% 3.24% 418 (397) 

MES:医学・健康分

野 
2 (2) 3.35  (2.48) 48.48% 40.53% 8.33% 2.65% 0.00% 264 (273) 

PBL:課題探究科目 14 (15) 2.50  (2.75) 16.05% 33.52% 30.09% 17.48% 2.87% 339 (522) 

PHI:哲学関連 1 (2) 2.21  (2.36) 7.75% 25.58% 32.56% 22.48% 11.63% 114 (134) 

PHY:物理学関連 6 (6) 2.08  (2.05) 21.15% 33.04% 15.86% 22.03% 7.93% 259 (274) 

PSY:心理学関連 6 (6) 2.44  (2.74) 7.68% 43.64% 33.11% 15.13% 0.44% 454 (336) 

SCI:科学一般 1 (1) 3.13  (3.50) 23.53% 58.82% 11.76% 0.00% 5.88% 16 (6) 

SOC:社会学 4 (4) 2.43  (2.73) 9.28% 32.48% 50.58% 7.66% 0.00% 431 (359) 

SPN:スペイン語 6 (7) 2.64  (2.50) 22.22% 26.67% 27.78% 13.33% 10.00% 81 (73) 

 

・「ACC:会計学」「BIO:生物学関連」「HIS:歴史学関連」「MES:医学・健康分野」において、GP 平均値が上

昇し、「BUS:経営学」「SCI:科学一般」において低下している。 
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１. 分析結果 

・国際教養学部  ※()内は昨年度値 

所属学部 科目数 GP 平均値 秀 優 良 可 不合格 成績登録者数 

国際教養学部 145 （171） 2.77 (2.85) 23.14% 38.33% 25.78% 10.01% 2.73% 4565 (4700) 

ARE:地域研究 7 (8) 3.10  (3.09) 42.76% 29.93% 13.82% 9.87% 3.62% 293 (258) 

CHN:中国語 1 (1) 2.67  (2.00) 0.00% 66.67% 33.33% 0.00% 0.00% 3 (1) 

CUL:文化関連 22 (23) 2.76  (2.76) 21.10% 39.18% 27.40% 8.49% 3.84% 351 (397) 

DEV:開発研究 2 (1) 2.50  (2.63) 20.79% 30.69% 26.73% 21.78% 0.00% 101 (72) 

EDU:教育学関連 1 (2) 2.90  (3.00) 10.00% 70.00% 20.00% 0.00% 0.00% 10 (10) 

ENT:エンタープラ

イズ関連 
2 (2) 3.30  (3.67) 50.00% 28.85% 13.46% 3.85% 3.85% 50 (42) 

ENV:環境学 3 (4) 2.36  (3.12) 7.95% 27.27% 51.14% 9.09% 4.55% 84 (82) 

FRN:フランス語 1 (1) 3.67  (3.67) 66.67% 33.33% 0.00% 0.00% 0.00% 3 (3) 

GEO:地理学 2 (5) 2.70  (2.40) 6.82% 59.09% 31.82% 2.27% 0.00% 44 (82) 

GER:ドイツ語 1 (1) 3.50  (3.00) 50.00% 50.00% 0.00% 0.00% 0.00% 2 (5) 

HIS:歴史学関連 8 (10) 2.94  (2.63) 20.34% 54.24% 16.10% 5.08% 4.24% 113 (178) 

HPE:健康、スポー

ツ、身体科学関連 
2 (2) 2.78  (2.77) 17.07% 47.97% 27.64% 5.69% 1.63% 121 (127) 

HUM:人間科学 2 (3) 3.11  (1.53) 40.91% 22.73% 4.55% 13.64% 18.18% 18 (17) 

ILW:国際法 4 (2) 2.67  (2.96) 20.45% 43.18% 15.91% 18.18% 2.27% 43 (32) 

INT:国際関係論 9 (14) 2.88  (2.96) 25.98% 39.37% 22.83% 7.09% 4.72% 121 (114) 

KRN:韓国・朝鮮語 1 (-) 3.50  (-) 50.00% 50.00% 0.00% 0.00% 0.00% 6 (-) 

LIN:言語学 6 (8) 3.06  (3.09) 32.04% 47.09% 15.53% 5.34% 0.00% 206 (92) 

LIT:文学関連 12 (14) 3.02  (3.25) 29.95% 43.32% 22.46% 2.67% 1.60% 184 (224) 

PHI:哲学関連 6 (9) 2.56  (2.86) 12.57% 39.52% 28.14% 12.57% 7.19% 155 (132) 

PSY:心理学関連 7 (8) 2.69  (2.66) 32.37% 19.73% 26.83% 17.96% 3.10% 437 (569) 

PUP:公共政策 2 (3) 2.39  (2.44) 2.13% 45.74% 35.11% 12.77% 4.26% 90 (84) 

SOC:社会学 22 (25) 2.92  (2.92) 30.51% 37.17% 21.96% 8.10% 2.25% 1086 (996) 

SOE:公営企業関連 6 (7) 2.56  (3.06) 4.82% 52.63% 35.96% 6.58% 0.00% 228 (243) 

SPN:スペイン語 1 (1) 2.43  (2.50) 12.50% 25.00% 37.50% 12.50% 12.50% 7 (12) 

UCP:都市・まちづ

くり計画学 
15 (17) 2.49  (2.86) 

23.14% 38.33% 25.78% 10.01% 2.73% 
809 (928) 

 

・「CHN:中国語」「HUM:人間科学」において GP 平均値が上昇し、「「ENV：環境学」「SOE:公営企業関連」

において GP 平均値が低下している。 
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・国際商学部 ※()内は昨年度値 

 

・「ACC：会計学」において、GP 平均値が上昇している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属学部 科目数 GP 平均値 秀 優 良 可 不合格 成績登録者数 

国際商学部 120 (125) 2.65  (2.61) 24.24% 28.08% 25.21% 16.09% 6.38% 4638 (4492) 

ACC:会計学 24 (26) 2.54  (2.28) 21.53% 27.96% 23.79% 20.41% 6.31% 831 (712) 

BUS:経営学 23 (33) 2.55  (2.76) 15.76% 34.92% 30.94% 13.77% 4.61% 1344 (1775) 

EBA:商学部関

連科目 
2 (2) 3.59  (3.58) 61.76% 35.29% 2.94% 0.00% 0.00% 34 (36) 

ECO:経済学 56 (50) 2.74  (2.47) 30.69% 23.13% 22.91% 15.83% 7.43% 2105 (1678) 

LAW:法学 15 (14) 2.58  (2.28) 19.71% 32.29% 22.86% 17.71% 7.43% 324 (291) 
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・理学部 ※()内は昨年度値 

 

・昨年度の GP平均値と大幅な増減は見られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

所属学部 科目数 GP 平均値 秀 優 良 可 不合格 成績登録者数 

理学部 60 (118) 2.75  (2.71) 25.19% 32.69% 22.85% 12.96% 6.31% 2198 (2493) 

BIO：生物学関連 18 (45) 2.66  (2.74) 17.33% 40.48% 22.62% 13.36% 6.22% 709 (832) 

CHE：化学関連 9 (14) 2.68  (2.40) 24.37% 30.25% 24.58% 14.92% 5.88% 448 (545) 

ESC：地学関連 3 (4) 2.72  (2.96) 29.63% 25.93% 20.00% 17.78% 6.67% 126 (113) 

INF：情報科学関連 1 (5) 4.00  (3.88) 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 1 (6) 

MAT：数学関連 4 (6) 3.02  (2.65) 32.26% 22.58% 17.74% 6.45% 20.97% 49 (79) 

MDL：生命医科学関連 10 (28) 2.77  (2.62) 24.79% 33.61% 21.76% 12.12% 7.71% 335 (397) 

PHY：物理学関連 8 (10) 2.36  (2.41) 19.10% 16.58% 32.16% 22.11% 10.05% 179 (217) 

SCI：科学一般 7 (6) 3.16  (3.49)  43.79% 31.92% 18.93% 4.52% 0.85% 351 (304) 
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データサイエンス学部 

科目コードが「DAT（データサイエンス）」のみであるため、個別のグラフを割愛 

（全学分析結果のグラフを参照） 

・昨年度の GP平均値と大幅な増減は見られなかった。 
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令和 3年度成績評価について 

 

１ 令和３年度成績評価結果の分布 

 (1) 令和３年度成績評価結果をもとに、共通教養・PE・各学部の成績分布を確認しました。 

 

(2)分析対象データ 

令和３年度科目のうち、下記条件をすべて満たす科目を対象としました。 

 学部で開講された科目 

 成績登録のあった科目 

 講義科目（演習、実験、実習、インターンシップ、留学等ではない科目） 

 「留学生対象の日本語に関する科目」ではない科目 

 教職科目ではない科目 

 成績が「秀」、「優」、「良」、「可」、「不合格」で判定される科目 

 

(3) 算出方法 

成績を下表の通り GP に変換し、GPの平均値を算出しました。 

成績 GP（数値） 

秀 4.0 

優 3.0 

良 2.0 

可 1.0 

不可 0.0 

 

共通教養 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成績登録者数が少ない科目ではばらつきがあるが、50人以上の科目は GPA 平均値「2.0

～3.5」に推移している。 
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Practical English 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １科目、PE成績登録用の科目が混じっているため、該当科目を除外し、改めて確認を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  成績登録者数が少ない科目ではばらつきがあるが、10人以上の科目の GPA 平均値は 

「1.5～4.0」となっている。 
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国際教養学部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成績登録者数が少ない科目ではばらつきがあるが、50人以上の科目の GPA 平均値は「2.0

～3.5」となっている。 

 

 

国際商学部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成績登録者数が少ない科目ではばらつきがあるが、50人以上の科目の GPA 平均値は「1.0

～3.5」となっている。 
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理学部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 成績登録者数が少ない科目ではばらつきがあるが、25人以上の科目のGPA平均値は「2.0

～3.5」となっている。 

 

データサイエンス学部 

 

 

成績登録者数が少ない科目ではばらつきがあるが、10人以上の科目の GPA 平均値は「1.5

～3.5」となっている。 
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２ 過去 3年間の GPA 平均値の推移 

  各学部全体の GPA 平均値の推移を確認した。 

  なお、本集計は各科目の所属別に対象件数を計算し、GPA 平均値を算出している。 

 

   過去 3年間の GPA 平均値 

所属 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 

Practical English 2.74 3.01 3.17 

共通教養 2.73 2.94 2.87 

国際教養学部 2.64 2.91 2.90 

国際商学部 2.38 2.71 2.71 

理学部 2.61 2.85 2.82 

データサイエンス学部 2.59 3.01 2.93 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対面授業中心であった令和元年度と比較して、遠隔授業中心の令和 2年度は、全体的に 

GPA 平均値が上昇傾向となっている。 

・令和３年度は原則対面授業、一部科目を遠隔授業で実施したが、学部によって GPA 平均値 

の増減に違いが見られた。 

・令和４年度は後期成績登録が完了次第、集計を実施する。 
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YCU 指標等の学修成果の AI 分析について 

１ 趣旨 

令和２年度に採択された文部科学省「デジタル活用教育高度化事業」の中で、

LMS を導入し、学期初めの学修目標の登録、学修管理、キャリア形成上の活動履

歴に関するデータを蓄積することで、将来的には学生の履修計画やキャリア形成

に関する助言等を AI によりサポートする制度またはシステムの構築を目指して

います。 

今年度は、YCU 指標を活用した試行分析テーマを決定し、分析・報告作業を進

めましたので、結果を報告します。 

 

２ 今年度のテーマ 

 (1)学生の入試区分(学部・学系別)と学修成果項目の相関分析 

(2)学生の海外留学思考と学修成果項目の相関分析 

 

３ 分析対象データ 

(1) 対象者 

令和４年度に在籍している国際教養学部、国際商学部、理学部、データサイエン 

ス学部の学生 

(2) 対象項目 

・YCU 指標得点 

・入試区分 

・留学経験 

・総取得単位数 

・GPA 平均値 

  

 ４ 分析結果 

   次ページ「AI 試行分析」結果のとおり 

 

 ５ その他 

   令和４年度文部科学省補助金により、YCU-Board のシステムから YCU指標と各項目 

のデータをダウンロードできる使用を構築した。併せて BIツールを用いた AI分析グ 

ラフ（散布図）の作成を試行的に委託実施した。こちらについては年度をまたいで教 

学 IR 検討ワーキングに報告を予定している。 

 

49 98



(1)学生の入試区分(学部・学系別)と学修成果項目の相関分析

80.46 
73.58 

81.61 

70.57 

81.04 
76.24 

82.10 

68.47 

80.89 
74.95 

68.08 

89.21 

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

国際教養学部 国際商学部 理学部 DS学部

総取得単位数（入試区分・学部別）

一般入試 推薦型選抜 総合型選抜

76.55 76.96 78.28 

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

一般入試 推薦型選抜 総合型選抜

総取得単位数(入試区分・全体)

2.67 
2.54 2.55 

2.43 

2.98 2.87 2.79 
2.92 

2.70 2.75 
2.87 2.76 

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

国際教養学部 国際商学部 理学部 DS学部

通算全科目GPA（入試区分・学部別）

一般入試 推薦型選抜 総合型選抜

2.54 
2.89 2.77 

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

一般入試 推薦型選抜 総合型選抜

通算全科目GPA(入試区分・全体)

50

　(1)学生の入試区分(学部別・３区分・全体)と学修成果項目の相関分析

99



(1)学生の入試区分(学部・学系別)と学修成果項目の相関分析
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(1)学生の入試区分(学部・学系別)と学修成果項目の相関分析
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(1)学生の入試区分(学部別・３区分・全体)と学修成果項目の相関分析

　当該入試区分の学生が100名以上の区分（一般入試、推薦型選抜、総合型選抜）に絞って集計

を行った。若干推薦型選抜の数値が高くみられるが、大きな差は見られなかった。
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(1)学生の入試区分(学部・学系別)と学修成果項目の相関分析(学部別・4年次生)
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　(1)学生の入試区分(学部別・３区分・４年次生)と学修成果項目の相関分析
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(1)学生の入試区分(学部・学系別)と学修成果項目の相関分析(学部別・4年次生)
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(1)学生の入試区分(学部・学系別)と学修成果項目の相関分析(学部別・4年次生)
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(1)学生の入試区分(学部別・３区分・４年次生)と学修成果項目の相関分析

　学修成果配分は学年が上がるごとに数値が上がるため、4年生に絞って集計を行った。

　若干推薦型選抜の数値が高くみられるが、大きな差は見られなかった。
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(2) 学生の海外留学思考と学修成果項目の相関分析(学部別・4年次生)
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(2)学生の海外留学思考と学修成果項目の相関分析（学部別・全体）　　　　

(2)学生の海外留学思考と学修成果項目の相関分析（学部別・全体）　

　理学部、DS学部は留学経験者数が少なく、また理学部は3，4年生、

　DS学部は1，2年生の留学経験者が多いため、総取得単位数や学修成果配分の

　数値に影響が見られることから、学年別の比較を行う必要がある。

　（検討結果はP59以降参照）
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(2) 学生の海外留学思考と学修成果項目の相関分析(学部別・4年次生)
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(2) 学生の海外留学思考と学修成果項目の相関分析(学部別・4年次生)
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(2)学生の海外留学思考と学修成果項目の相関分析（学部別・全体）　　　　
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(2) 学生の海外留学思考と学修成果項目の相関分析(学部別・4年次生)
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(2)学生の海外留学思考と学修成果項目の相関分析（学部別・4年次生）　

　 4年次生のみで集計を行ったところ、一部学修成果項目(国際的視野)で留学経験者の

 数値が高くなっていただ、それ以外には大きな差は見られなかった。

　 なお、DS学部は4年次生の留学経験者がいなかったため、算出ができなかった。
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(2) 学生の海外留学思考と学修成果項目の相関分析(学部別・4年次生)
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(2) 学生の海外留学思考と学修成果項目の相関分析(学部別・4年次生)
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２ 学部間回答平均値比較 

(１) 「大学の授業や学びに関する経験」に関連する設問 

＜設問の内容が肯定的な設問群＞ 

回答選択肢：3:かなりよくあった、2:よくあった、1:たまにあった、-1:あまりなかった、 

-2:ほとんどなかった、-3:まったくなかった 

※赤塗りつぶし：最も「経験した」と回答した学部（学科）、 

青塗りつぶし：最も「経験しなかった」と回答した学部（学科） 

設

問

No 

設問内容 
全
学
部 

国
際
教
養
学
部 

国
際
商
学
部 

理
学
部 

Ｄ
Ｓ
学
部 

医
学
科 

看
護
学
科 

1 授業内での学生間のディスカッション 1 1.27 0.92 0.23 0.08 0.24 2.27 

3 授業中に質問をして、よかったと思えた経験 0.29 0.44 0.31 0.27 0.35 -0.32 0.47 

4 よく学ぶ学生に刺激されて学修が促されたこと 0.71 0.7 0.53 0.4 0.56 0.78 1.32 

5 
大学からの学修に関する情報提供や案内が役立ってい

る実感 
0.26 0.4 0.23 0.17 0.38 -0.26 0.5 

6 自発的に文献や資料を調べること 0.67 0.8 0.39 1.07 0.81 0.63 0.48 

7 小テストの実施やレポートなどの課題提出 2.35 2.31 2.26 2.53 2.29 2.32 2.47 

8 提出物に対する教員からの添削やコメント 0.16 0.38 -0.43 0.33 0.33 0.35 0.3 

9 課題発表の機会 1.02 1.16 1.16 0.95 0.41 0.33 1.39 

12 図書館の活用 0.17 0.55 0.16 0.73 0.13 -0.48 -0.53 

13 
インターネットや学内 LAN を使った授業資料・課題の受

けとりや提出 
2.25 2.37 1.98 2.4 2.5 2.06 2.4 

17 
授業内容に刺激されて自主的にあらたな勉強や探究を

したこと 
0.18 0.42 -0.06 0.11 0.52 0.07 0.14 

18 
教職員やアドバイザーに学修に関連したことを尋ねたり

相談したこと 
-1.13 -0.91 -1.22 -1.09 -0.69 -1.7 -1.16 

19 大学内外で勉強会、研究会、講演会に参加したこと -1.5 -1.33 -1.54 -1.81 -0.83 -1.11 -2.1 

20 授業時間外に友だちと授業に関する学修をしたこと 0.42 0.27 0.44 0.4 0.58 0.63 0.44 

21 学内に設けられている自由に学べる場の活用 0.57 0.86 0.61 0.88 0.81 -0.37 0.33 

22 思いどおりに学業ができている実感 0.53 0.65 0.38 0.37 0.69 0.44 0.65 

 

＜設問の内容が否定的な設問群＞ 

回答選択肢：3:かなりよくあった、2:よくあった、1:たまにあった、-1:あまりなかった、 

-2:ほとんどなかった、-3:まったくなかった 
※赤塗りつぶし：最も「経験しなかった」と回答した学部（学科） 

青塗りつぶし：最も「経験した」と回答した学部（学科） 

設

問

No 

設問内容 
全
学
部 

国
際
教
養
学
部 

国
際
商
学
部 

理
学
部 

Ｄ
Ｓ
学
部 

医
学
科 

看
護
学
科 

2 大学での学修に関する不公平・不公正感 -1 -0.99 -0.78 -0.76 -1.67 -1.16 -1.2 

10 履修したい授業を登録できなかったこと -1.35 -0.69 -1.07 -1.32 -1.65 -2.23 -2.29 

11 大半の内容が理解できなかった授業 -0.17 -0.38 -0.2 0.5 -0.12 0.37 -0.72 

14 提出期限までに授業の課題を完成できなかったこと -1.45 -1.23 -1.23 -1.59 -1.29 -1.75 -1.98 

15 授業に遅刻したこと -1.37 -1.27 -1.19 -1.69 -1.19 -1.26 -1.73 

16 授業内容がつまらなく感じたこと 0.91 0.97 1.08 1.05 0.6 0.83 0.59 
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全国学生調査について 

１ 趣旨 

「学修者本位の教育への転換」を目指す取組の一環として、全国共通の質問項目により、学 

生目線から大学教育や学びの実態を把握し、大学の教育改善や国の政策立案など、大学・国 

の双方において様々な用途に活用することを目的として、全国学生調査を実施しており、本 

学も参加しています。 

今年度は、令和３年度全国学生調査の集計及び令和４年度全国学生調査の周知を実施しま 

した。 

 

２ 調査対象 

 全学部の２年次及び最終年次生 

国際総合科学部（２年、４年）、国際教養学部（２年）、国際商学部（２年）、 

理学部（２年）、データサイエンス学部（２年、４年）、 

医学部医学科（２年、６年）、医学部看護学科（２年、４年） 

回答状況： 

学部（分野） 学年 回答数 在籍者数 回答率 

国際総合科学部 

（その他） 

2 年 1 17 5.9% 

4 年 170 894 19.0% 

国際教養学部（人文） 2 年 53 299 17.7% 

国際商学部（社会） 2 年 48 275 17.5% 

理学部（理学・工学） 2 年 35 134 26.1% 

データサイエンス学部 

（理学・工学） 

2 年 13 63 20.6% 

4 年 12 55 21.8% 

医学部医学科 

（医学（6年制）） 

2 年 35 97 36.1% 

6 年 31 74 41.9% 

医学部看護学科 

（保健） 

2 年 9 98 9.2% 

4 年 38 103 36.9% 

本学合計  445 2,109 21.1% 

 

３ 質問項目 

大学で受けた授業の状況、大学での経験とその有用さ、大学を通じて知識や能力が身に付いた 

か、平均的な 1 週間の生活時間、授業形態等、全 60 問（その他、自由記述（任意）２問） 

 

４ 分析結果 

次ページ「令和３年度全国学生調査」結果のとおり 
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５ 結果概要 

 【考察結果の概要】 

 本学では論理的な思考や、研究を進める上で必要とされるスキルを問う項目で全国平均を

上回る傾向があった。（「項目 29 文献・資料を収集・分析する力」、「項目 30：論理的に

文章を書く力」、「項目 31：人に分かりやすく話す力」）本学の研究力向上に資する本学の

強みに繋がる回答である。 

 本学の注力項目である、グローバル人材及びデータサイエンス人材の育成に関する項目で

も、全国平均と同等または上回る水準であった。特に「項目 32：外国語を使う力」では、

全国平均 2.1 に対し、本学平均は 2.4 と良好な結果であった。データサイエンスに関わる

「項目 33：統計などデータサイエンスの知識・技能」も、令和 3年度は全国平均と全学平

均は同水準であったが、令和 4年度より ADEPT プログラムの積極的な周知により今後調査

結果上でも習得度の向上が見られることが期待される。 

 一方で、全国平均を下回った項目は「項目７：予習・復習などの自主学習について授業やシ

ラバスで指示があった」、「項目 10：課題等の提出物に適切なコメントが付されて返却され

た」であった。今後の授業運営に対しての課題と捉え、関係会議体等で検討していきたい。 
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令和４年度教学 IR検討の取組結果と課題、今後の取組について 

 

１. 趣旨 

令和４年度に実施した下記取組について、実施報告書を作成し、各種会議体で報告します。また、こ

れまで実施してきた WG の取組みで挙げられた課題を整理し、高等教育推進センター教学 IR 部門の運

営を通じて、関係所管と調整します。 

 

２. 教学 IR 検討 WGで実施した取組について 

(１) 入学から卒業後までのアンケートをつないだ経時的な分析 

＜取組概要＞ 

平成 30 年度から引き続き、「新入生アンケート（入学時実施）」、「カリキュラム評価アンケー

ト（卒業時実施）」、「卒業生アンケート（卒後３年に実施）」の３つのアンケートを設定し、本学

が特に重視する教育理念に関する共通設問の回答結果を分析した。入学時と卒業時の回答結果か

ら、本学が掲げる教育理念について、入学時には期待値が高いものの、卒業時、卒後 3年と徐々

に下がっていく傾向が見られた。 

また、３学部（国際教養学部・国際商学部・理学部）とも令和３年度カリキュラム評価アンケ

ートでは令和 3年度のみ、「グローバルな視野」の数値が上がっているが、令和４年度は令和２

年度以前の数値に近い結果となっていた。これについて、渡航経験が該当年度に増えていないた

め、オンライン参加のイベントが増えたことが一因ではないかと考える。 

分析結果については、各種会議にて報告を行うとともに、結果を各学部教授会で報告・共有

し、各学部におけるカリキュラム改善検討を支援した。 

また、各アンケートの回答率向上のために、回答者への結果の共有・周知を進めることが提案

され、来年度以降対応を進める。 

 

(２) 教学 IR 検討 WGにおける認証評価に向けた対応 

＜取組概要＞ 

  令和３年度の認証評価受審を想定し設定した３つの観点について、認証評価受審後も普遍的な 

課題として検討を進めた。教学 IR検討 WG にて解析した結果について各学部会議体にて報告を行 

うとともに、結果を各学部教授会で報告・共有し、各学部において各学部独自の課題が確認された。 

 

 

① 「各授業の内容が授与する学位に相応しい水準となっていること」 

１単位の授業科目を 45時間の学習を必要とする内容をもって構成する原則を踏まえ、正 

＜教学 IR検討 WG で取り組む３つの観点＞ 

① 「各授業の内容が授与する学位に相応しい水準となっていること」 

② 「成績評価や単位認定が厳格かつ客観的に行われていることの組織的確認」 

③ 学修成果の可視化 
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規に加えて授業外学修時間がどの程度であるか確認を行った。 

対面授業を実施した令和元年度までと比較し、令和２年度には講義科目及び演習科目につ 

いて授業外学修時間が増加したが、令和３年度には微減、令和４年度に微増している。 

講義全体では授業外学修時間は「１時間未満」が平均、演習全体は「１時間以上２時間未 

満」が平均という結果になっている。 

② 「成績評価や単位認定が厳格かつ客観的に行われていることの組織的確認」 

令和３年度後期、令和４年度前期の成績評価結果を分析し、成績評価が適切に行われてい 

るか確認を行った。 

・分野別に GPA 平均値を集計し、昨年度と比較して 1.0 以上平均値が変化している分野の 

確認を依頼した。 

・各科目の成績登録者数によって平均値に差が見られるため、今後は成績登録者数を考慮 

し分析を進める。また、各学期の集計結果だけでなく、経年変化を集計し、広い目で見 

た変化を確認できるようにする。 

③ 学修成果の可視化 

今年度より導入した YCU-Board に実装したポートフォリオ機能の活用推進を進めた。 

・YCU 指標等の学修成果の AI試行分析については、(1) 学生の入試区分(学部・学系別)と 

学修成果項目の相関分析、(2) 学生の海外留学思考と学修成果項目の相関分析を行った。 

両テーマを分析した結果、現時点で相関は見られなかったため、YCU-Board のデータを蓄 

積し、再集計を行う。 

・YCU-Board 目標設定機能の活用については、学生、教員への内容や意義の説明、周知を進 

め、目標・振り返りの登録が浸透するよう努めた。 

・YCU-Board ポートフォリオ機能の活用については、入力項目を確認し、所管課に入力を依 

頼した。 

 

(３) ALCS 学修行動比較調査の実施及び分析 

＜取組概要＞ 

 学生データの効率的な収集及び他大学との比較のため、令和元年度より教学比較 IR コモンズ

に入り会いし、令和４年度も１年次、３年次の学生に対しアンケート調査を実施した。令和４年

度は令和３年度の調査結果について分析を実施し、これまでに本学で実施している各種アンケー

トでは確認できなかった観点について、学生の主体的な回答が得られた。 

 ・「よく学ぶ学生に刺激されて学修が促されたこと」に関する設問について「よくあった・か 

なりあった」とする回答、「短期・長期海外留学を希望する」という回答が他大学と比較し 

て 10%程度多いという結果が見られた。 

・一方で、「図書館の蔵書内容」「設備の使用感」については、他大学よりも満足度が低い傾向 

が見られた。 

    なお、他調査との重複等も踏まえ、ALCS 学修行動比較調査は令和５年度は実施しない予定とな 

っている。 

 

(４) 全国学生調査の実施及び分析 
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＜取組概要＞ 

 全国学生調査は、文部科学省によって、2019 年から 2022 年度までの計３回、試行で実施され

ており、本学も参加している。令和４年度は令和３年度調査結果の分析及び令和４年度調査の周

知を実施し、集計結果を各種会議体に報告・共有した。 

・論理的な思考や、研究を進める上で必要とされるスキルを問う項目で全国平均を上回る傾向

があった。（「項目 29 文献・資料を収集・分析する力」、「項目 30：論理的に文章を書く力」、

「項目 31：人に分かりやすく話す力」） 

・グローバル人材及びデータサイエンス人材の育成に関する項目では、全国平均と同等または 

上回る水準であった。特に「項目 32：外国語を使う力」では、全国平均 2.1 に対し、本学 

平均は 2.4 と良好な結果であった。データサイエンスに関わる「項目 33：統計などデータ 

サイエンスの知識・技能」も、令和 3年度は全国平均と全学平均は同水準であった。 

・全国平均を下回った項目は「項目７：予習・復習などの自主学習について授業やシラバスで指

示があった」、「項目 10：課題等の提出物に適切なコメントが付されて返却された」であった。 

 

３. 教学 IR 検討 WGで挙げられた課題について 

(１)オンラインで実施するアンケートの回収率について 

 本学がオンラインで実施するアンケートの回答率が低い傾向にあり、データの信頼性の観点

から、教学 IR の活動に影響を与えている。(一方で、カリキュラム評価アンケートや新入生

アンケート等、回収率が 80%以上となっているオンラインアンケートも存在する。 

 アンケートを周知する際に意義を適切に伝えるとともに、アンケート結果のフィードバック

を十分に行う等、回答者の該当アンケートへの理解が深まるよう、取組みを進める。 

例）卒業生アンケート(卒後 3年の卒業生が対象) :22.8%(前回 27.4%) 

国際総合科学群令和 4年度授業評価アンケート:約 3割(紙媒体での実施時は約 7 8 割)  

 

(２)アンケートの実施頻度と設問の類似（重複）ついて 

本学で実施しているアンケートは業務の必要性に基づいて各所管で実施されており、アンケ

ート回答期間や設問内容が十分に調整されておらず、学生の負担 (アンケート疲れ)につなが

る可能性がある。高等教育推進センターと連携し、各アンケートの集約・精査に関する審議を

依頼することを検討する。 

 

＜国際総合科学群の学生が回答するアンケート＞ 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

    

新入生アンケート 
全国学生調査 

（文科省） 
 

・全国学生調査 

（文科省） 

ALCS 学修行動比較調

査（他大と比較） 
 

ALCS 学修行動比較調

査（他大と比較） 

・カリキュラム評価ア

ンケート 

※その他、在学中に回答を依頼するものとして、「学生生活アンケート(３年に一度実施)」がある。  

授業評価アンケート（毎学期末に履修登録した科目数分 実施） 
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(３)各学部の自己点検評価と教学 IR の連動について 

これまで WG は認証評価の受審を見据え、3つの観点について全学的な取組を実施したが、来

年度は各学部で実施する自己点検評価の取組と教学 IRの取組の連携も検討する。 

 

(４)学生個人情報の活用に関する許諾について 

令和 4年度より LMS が導入され、学生個人に関わるデータを活用する機会も増えると考えられ 

ることから、各アンケートを実施する際に学生に対し目的を十分に説明するとともに、アンケー 

ト回答後は集計結果を適切に伝える必要がある。 

 

４. 令和５年度の方針について 

これまで取り組んできた観点については全体の課題として令和５度以降も継続して実施し、新た

にアンケート結果の詳細分析や分析結果を踏まえた対応を進めることを検討している。 

また、令和５年度より実施される第４期中期計画では、「教学 IRと連動した FD・SD 研修会の実

施」が明記されている。教学 IR 検討ワーキングにて企画を検討するとともに、FD・SD 部門とも連

携し、実施に向けた取組みを進める。 
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はじめに                           

 

令和４年度も前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響により、医学群の教育

は大きな影響を受けました。その中で、条件付きではありますが医療者の教育に欠かせない

実習を中心に対面での教育が再開しました。また、Web会議システム等を使用した授業運用

についても様々な工夫が凝らされるようになりました。教職員、学生の ICTスキルが急激に

上昇し、その利点を生かした学修が行われる一方で、学生間の格差も拡大しているようで、

今後の授業のあり方についてさらに検討する必要があるように感じています。 

横浜市立大学医学部医学科においては、JACME による分野別認証評価を 2016 年 5 月に受

審し、2018 年 4 月から 2024 年 3 月までの期間で認証を受けており、二巡目の受審を 2023

年秋に控え、教職員で準備に取りかかっています。前回の受審結果の中で、教学 IR体制の

さらなる整備とその体制を利用した継続的な医学教育プログラムの改良の仕組みの構築に

ついての指摘がありました。その後の医学科の改善状況の詳細については、毎年 JACMEへの

報告を行い、その内容は本学ホームページ上で年次報告書として公開されています。そこで

の記載に加え、2019 年から全学的な取り組みのもと、医学科と看護学科を合わせて、この

報告書を作成する運びとなったことを幸甚に存じます。 

 なお医学群に所属する学生数は、医学科定員 90名/学年、看護学科定員 100名/学年と少

なく、個人が特定されやすい状況を踏まえて、情報の一部について概要のみの公開となるこ

とをご容赦頂ければと考えております。 

           

 

                       医学群教学 IR検討ワーキング長 

医学教育学 主任教授  

稲森 正彦 
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令和４年度 医学群教学ＩＲ取組事項                 

 

１．成績評価の分析（医学科・看護学科） 

 

＜取組概要＞ 

１ 成績評価を集計し、講義、実習、演習の授業形態別の成績評価の傾向から現状の

成績評価は「厳格かつ客観的に実施されているか」を確認した 

２ 入試成績と入学後の成績の相関を確認した 

 

２．授業外学修時間の分析（医学科・看護学科） 

 

＜取組概要＞ 

１ 授業評価アンケート結果を用いて授業外学修時間が十分に確保できているかを

確認した 

２ 学修時間を確保するための対策について意見交換した 
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１．成績評価の分析（医学科・看護学科） 

 

（１）実施内容 

１ 成績評価を授業形態別に整理し、厳格かつ客観的に実施されているかを確認 

２ 入試成績と入学後の成績の相関を確認 

 

（２）解析及び検討状況 

１ 成績評価を授業形態別に整理し、厳格かつ客観的に実施されているかを確認 

現状の成績評価は「厳格かつ客観的に実施されている」といえるかを確認するた

めにまず令和 3 年度科目の成績情報を定めた条件に基づいて集計した。成績情報

は、「秀」、「優」、「良」、「可」、「不合格」という評価を点数化する GP（グレードポ

イントを用いて科目群、授業形態の二つに分けて GP平均を算出した。GP平均の値

を見ることで成績が厳密に評価されているかどうかを確認した。医学科、看護学科

で分けて GP平均を確認した。科目群についてみると、医学科は 2.4～2.7に推移し

ており「優（3）」と「良（2）」の間、看護学科は 2.6～3.7で科目群間での評価の

開きが見られた。一方授業形態別で確認したところ、「講義」「演習」「実習」のそ

れぞれで成績評価の傾向が異なる結果となった。講義と実習を比較すると、実習の

方が「秀」「優」の割合が多くなる傾向が医学科、看護学科で同様に見られた。 

これらの結果から医学部では科目群や授業形態によって特徴はあるものの概ね

適切に成績評価が実施されていると判断した。 

２ 入試成績と入学後の成績の相関を確認 

  医学科、看護学科の入試成績と国家試験、入学後の成績（GPA）との相関はある

かを確認するため医学科、看護学科の入試成績と、国家試験合否、CBT成績、卒業

試験成績、入学後成績（GPA）を用いて相関の有無を検証した。検証により優秀な

学生の確保や入学後の成績推移から教育効果を確認した。結果、入試成績と入学後

の成績では弱い相関関係が確認された。入試区分に分けて入学後の成績を比較す

ると推薦入学者が一般入学者よりも入学後の成績が良いことが確認できた。医学

科では、入試成績と国家試験合否を比較したところ弱い相関関係を確認した。国家

試験と強い相関を示す指標としては、CBT成績、卒業試験成績、6年生 GPAがある。 

  これらの結果から入試成績と入学後の成績には一般的に相関が現れないことを

ワーキング内で確認した。医学科は入学後から臨床実習が開始されるまでの期間

が長くモチベーションの維持が難しいとの声があることから 1 年次～3 年次まで

の間に臨床を意識したカリキュラムの必要性について意見が出された。 

 

（３）分析結果の報告 

上記の分析結果について、以下の各種会議にて報告を行うとともに、結果を各学部教
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授会で報告・共有し、各学部におけるカリキュラム改善を支援した。 

 〇医学群 IRワーキング 

   〇医学科教授会・医学部合同運営会議 

 

（４）添付資料 

 なし（本概要のみ公開） 

 

２．授業外学修時間の分析（医学科・看護学科） 

  

（１）実施内容 

１ 授業外学修時間が十分に確保できているかを確認 

２ 学修時間を確保するための対策について意見交換 

 

（２）解析及び検討状況  

   １ 授業外学修時間が十分に確保できているかを確認 

     令和２年度、令和３年度の授業評価アンケートの結果をもとに、学生の授業外に

おける学修時間の状況を把握し、大学設置基準や学部の通則に沿った授業外学修

時間の確保を目標に対策を検討した。1単位の授業科目の場合、45時間の学修時間

が必要だが、授業時間で補えない学修時間は授業外で行うことが必要となること

を前提として確認した。医学科は、1日の講義に対する予習・復習の時間は、最も

多いのが 30 分で約 46％、1 時間 30 分以上の時間を確保している学生が約 10％で

あった。看護学科は、授業時間以外の 1週間に行う該当科目の学修時間は、1時間

未満で約 38％、2 時間未満が約 30％で、2 時間以上確保している学生は約 13％で

あった。この結果から医学科、看護学科ともに十分な学修時間が確保できていない

ことを確認した。なお、解析に用いた授業評価アンケートは回答率が低く、データ

の信憑性乏しいのではないかと意見があり、正確な検討のためのデータ収集が課

題となった。 

２ 学修時間を確保するための対策について意見交換 

     学修時間の確保には予習や復習の機会を創出することが一つ意見として挙げら

れた。学修時間の確保が目的ではなく、授業における理解の促進やディスカッショ

ンを活発に行うという観点を持つ必要があると提示された。医学科、看護学科とも

に学年が進行すると、模擬試験や国家試験を見据えて学修時間が徐々に増えてい

くが、そういった学修できる環境の整備が必要であると意見が出された。その他に

学習意欲を向上させる取り組みの必要性が提示された。 

 

（３）分析結果の報告 
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上記の分析結果について、下記の各種会議にて報告を行うとともに、結果を医学部教

授会で報告・共有し、医学部におけるカリキュラム改善を支援した。 

 〇医学群 IR検討ワーキング 

   〇医学科教授会、医学部・医学研究科合同運営会議 

 

（４）添付資料 

 なし（本概要のみ公開） 
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令和 4 年度 

横浜市立大学と横浜市立高校の 

高大連携活動報告書 

横浜市立大学と横浜市立高等学校との連携協議会 
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１ 金沢高校 

(1) 自己形成プログラム（市大リレー講座）

〇対象 １年生 

〇日程 ①令和４年11月21日（月）15時30分～16時20分

②令和５年３月20日（月）10時00分～12時35分 

〇内容 ①自分の興味関心をもとに、横浜市立大学の先生方の講義を受講し、研究とは何か

を学ぶ。 

②各カテゴリーの代表者及び市立高校発表会での発表者の発表。先生方には講評を

していただく。 

〇成果  横浜市立大学の御協力のもと、今年度も、本校との高大連携事業「市大リレー講

座」を実施することができた。 

１学年生徒は４月より総合的な探究の時間の中で、各自が興味関心をもつことか

ら課題を見つけ、調査、分析、まとめを行ってきた。そのなかで、探究のサイクル

を理解し、身につけることを大切にし、活動してきた。同じ探究テーマを取り上げ

た生徒がグループとなり、意見交換を行いながら探究活動を行った。グループでの

探究活動において中間発表を行い、探究力と総合的な知識を高めた。横浜市立大学

の先生方に直接講義いただくことにより調査研究とはどういうことか、専門的な取

組の面白さについて知り、学習意欲がさらに向上した。

代表者発表会（３月20日）において横浜市立大学の先生方から直接講評いただけ

ることは、日ごろの学習の視点より広い視野及び知識の刺激を受けられる機会とし

てとても貴重であり、大学の先生の研究の道筋から、本質的な探究のサイクルを学

ぶことができた。 

日 程 テーマ 担当教員 

11月21日

（月） 

データサイエンス分野に携わっている私の研究源流について 
データサイエンス学部 

山崎 眞見 教授 

生物物理学の目指すもの 
理学部 

立川 正志 准教授 

国際協力を研究する − アフリカの HIVエイズ対策を例に 
国際教養学部 

吉田 栄一 教授 

経済学で読み解く多数決の欠陥 
国際商学部 

中村 祐太 准教授 

(2) 英語力育成プログラム

〇対象 １・２・３年生 

〇日程 令和４年８月１日（月）～５日（金）の５日間 

10時00分～12時00分 または 13:00～15:00 の２クラス展開 

〇内容 横浜市立大学プラクティカルイングリッシュセンターの先生方による全編英語での講

義、演習や個人・ペアワーク、グループワークなどを通し、 “Adulthood（成年）”に

ついて知識・理解を深め、ディスカッションを中心に自分の意見を英語で発表する。 

〇成果 全学年で計32名の生徒が参加した。横浜市立大学の先生方の英語によるハイレベル

な講座を直接受けることで、学習意欲も高まり、英語を用いた探究的な学び方とし

て、貴重かつ有益な学習の機会となった。昨年度まで行っていたプレゼンテーショ

ンより今年度のディスカッションの方が英語を使う活動がはるかに多くなり、日を

重ねる毎に生徒も進んで英語を話すようになっていた。15～20分間途切れなく英語

でディスカッションを続けることが難しい場面もあったが、連日同じ段階を踏んだ
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授業展開で、生徒もその都度何をやるべきか理解しており、ほぼ英語のみで活動が

できていた。また、１～３年の学年をまたいだ参加になり、３年がリーダーシップ

を発揮でき、うまくまとまっていた。 

(3) 横浜市立大学への授業参加

昨年度までは、新型コロナウイルス感染拡大防止の対応により、実施を中止していたが、

今年度は、オンラインでの実施が可能となった。前期は２年生１名、後期は１年生２名が

参加し、自身の学びを深めた。

時期 講座名 担当教員 

前 期 経営学入門 Ⅰ－ｂ （参加生徒１名） 岩佐 朋子 准教授 

後 期 生物学概説 Ｃ  （参加生徒２名） 

荒谷 康昭 教授

佐藤 友美 教授

塩田 肇 准教授

(4) 横浜市立大学卒業論文発表会見学

〇対象 全学年（横浜市立大に既に進学が決定している生徒中心） 

〇日程 令和５年1月21日(土)～２月８日(水) ※学系、コース、演習により異なる 

〇内容 各学系、コースの卒業論文発表会を見学する。 

〇成果 昨年度は、３学系でZoomでの卒業論文発表会の形であったが、今年度はオンライン 

だけでなく、対面の発表会も実施され、充実した発表会見学となった。市大に進学が決まっ 

ている生徒にとっては、４年後の自分の姿を想像しながら、視聴できる機会であり、とても 

貴重な体験であった。また、２年生の参加もあり、参加した生徒は、研究発表の多角的な視 

点、着眼点の特異性に多くの学びを得て、有意義な時間を過ごしたと感想を述べていた。 

月日 学部 参加者数 

令和５年 

１月 21日（土） 
国際商学部（経営） ５名 

令和５年 

１月 28日（土） 
国際教養学部（都市） ３名

令和５年 

２月３日(金) 
理学部（生命医科学） １名

令和５年 

２月８日(水) 
理学部（物質科学） ２名
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２ 横浜商業高等学校 

（商業科） 

(1) 横浜市立大学授業見学会

〇対象 １年６組（YBC）生徒 40名

〇期間 令和４年10月６日（木） 14時00分～16時00分

〇成果 原准教授による「経営学入門」の授業を体験させていただいた。生徒も最初は、経

営学と聞いて難しそうという感想を抱いていた様子であったが、経営学という学問

について、高校生でも分かりやすく解説していただいた。特に有名カフェを事例と

して挙げていただいたチェーン店の種類は、高校生でも馴染み深く、経営学に強い

興味を持つ生徒もいた。カフェが用いている３つの戦略を紹介していただき、カフ

ェ以外にも興味が向くように工夫された内容で、非常に理解しやすかったのではな

いだろうか。興味を持った生徒も、今回の体験をきっかけにして、より広い視野を

持てるようになってほしい。 

日 程 内 容 担当教員 

令和４年 

10月６日(木) 
「経営学入門」体験授業 

国際商学部 

原 広司 准教授 

(2) 横浜市立大学への授業参加

今年度は応募がありませんでした。

(3) 横浜市立大学卒業論文発表会見学

○日程 令和５年１月28日（土）、２月２日（木）

○内容 事前に横浜市立大学から送付された日程表を提示し、参加希望を募り、１名が２つ

の講座に参加した。

○成果 今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の対応によりオンラインでの見学とな

ったが、生徒自身のYBCの学習活動の中で行ってきた様々な発表と、横浜市立大学

の学生の発表を比較することで、今後より質の高い論文作成につなげていけると考

えている。横浜市立大学に進学を希望する生徒がこの見学に参加しており、大学で

の研究の様子を知る機会にもなった。 

月 日 学部 参加者数 

令和５年１月 28日（土） 国際教養学部（都市） １名 

令和５年２月２日（木） 国際教養学部（教養） １名 
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（国際学科） 

(1) Global Learning発表会での基調講演及び指導助言

〇対象 国際学科１～３年生 （80名）

〇期間 令和５年３月23日（木）10時30分～12時15分

〇成果 Global Learningの必須課題として、３年生は５月に全員が論文(8、000字以上)を

提出し、10～12月に一人ずつクラス内で研究内容を発表した後、３月の論文発表会 

の発表者に選出された生徒は、指導教員とともにさらに発表内容に修正を加え、よ 

り質の高い発表を目指し努力を重ねていくことができた。また、当日は国際学科の 

１･２年生も全員出席しており、３年生の発表と、横浜市立大学の先生方からのク 

リティカルな評価を共有することができた。１･２年生は３年生の各発表を、自分 

たちがこれから取り組んでいくGlobal Learningの研究活動を進める上での具体的 

なモデルとすることができた。また、来年度からは論文の提出が５月となるため、 

２年生からも発表者を出し横浜市立大学の先生方からアドバイスをいただくこと 

で、より質の高い論文を完成させることができた。 

日 程 内 容 担当教員 

令和５年 

３月23日（木） 

〔３年生発表内容〕 

 「葉山一色海岸のごみの現状と問題点ー町民の私たちに

   できることとは―」 

 「脱プラスチックを日本で進めるには」 

          「ルワンダの小学校における修学率向上のために、

   教材不足解決の観点を元にした持続的な仕組み

   づくりの提案」 

〔２年生発表内容〕 

 「SNSとのつきあい方」 

国 際 教 養 学 部 

鈴木 伸治 教授 

(2) 横浜市立大学教員による特別講義

〇対象 国際学科１年生

〇期間 令和５年３月６日（月）13時 10分～15時 00分

〇成果 横浜市立大学の先生とゼミ生に発表を聞いていただくことで、より深く考え伝わり

やすい発表にすることができた。また発表を聞いていただくだけでなく、フィード

バックを具体的にしていただけたことで、アクションの実施がより現実的なものに

なった。 

日 程 内 容 担当教員 

令和５年 

３月６日(月) 

・高校生の発表

・横浜市立大学教授及び大学生による 発表へのコメント

・横浜市立大学教授よりSDGsに関する講義

国際教養学部 

上村 雄彦 教授 

(3) 横浜市立大学への授業参加

今年度は応募がありませんでした。

(4) 横浜市立大学卒業論文発表会見学

○日程 令和５年１月28日（土）

○内容 事前に横浜市立大学から送付された日程表を提示し、参加希望を募り、３年生２名、

１年生１名の計３名が参加した。 
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○成果 今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の対応によりオンラインでの見学とな

ったが、生徒が自身のGlobal Learningでの発表と比較することで、より質の高い論

文作成につなげていけると考えている。横浜市立大学に進学を希望する生徒がこの

見学に参加しており、大学での研究の様子を知る機会にもなった。 

また１年生にとっては、これから取り組んでいく論文作成や発表に向けて取り入れ

られる要素が多くあったと考えている。 

月 日 学部 参加者数 

令和５年１月 28日（土） 国際教養学部（都市） ３名 
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３ 横浜サイエンスフロンティア高等学校 

(1) サイエンスリテラシー

ア サイエンスリテラシーⅠ（ＳＬⅠ）

○対象 １年次生

○期間 令和４年４月～令和５年３月

○成果 ＳＬⅠにて横浜市立大学の先生方による講義を通じて実習に必要な知識や考え

方を学び、実習やプレゼンテーション等を通じて研究の基本的な手法を身に付け

ることができた。また、多様な分野のほんもの体験を通じて、２年次での探究活

動のテーマ設定や探究方法につながる考え方や知識をもつことができた。 

日 程 テーマ 講 師 

9／15(木）・ 

9／16(金) 

光のサイエンス 

～身近な光の性質と技術～ 
篠﨑 一英 教授 

10／14(金)・ 

10／17(月) 

生物のサイエンス－動物偏－ 

～顕微鏡の使い方と実験ノートの書き方～ 
内山 英穂 教授 

10／24(月)・ 

10／28(金) 
統計のサイエンス 上田 雅夫 教授 

11／4(金）・ 

11／7(月) 

ナノテクのサイエンス 

～結晶の生成と比較対照実験Ⅰ～ 
橘 勝 教授 

11／11(金）・ 

11／14(月) 

ナノテクのサイエンス 

～結晶の生成と比較対照実験Ⅱ～ 

11／18(金）・ 

11／21(月） 

計算科学のサイエンス 

～計算科学と比較対照実験実習Ⅰ～ 
立川 仁典 教授 

11／25(金）・ 

11／28(月） 

計算科学のサイエンス 

～計算科学と比較対照実験実習Ⅱ～ 

1／11(水）・ 

1／13(金） 

地震のサイエンス 

～地震波のデータ解析とデータ考察実習Ⅰ～ 
吉本 和生 教授 

１／16(月)・ 

１／20(金) 

地震のサイエンス 

～地震波のデータ解析とデータ考察実習Ⅱ～ 

イ サイエンスリテラシーⅡ（ＳＬⅡ）

〇対象 ２年次生

〇期間 令和４年４月～令和５年３月

４～８月  研究活動のテーマ設定と実験による研究活動の実施 

９月３日（土） 中間発表会(プレゼンテーション) 

９月23日（金・祝） Science Immersion ProgramⅡ（英語プレゼンテーション） 

１月21日（土） 最終発表会 

１～３月     研究報告書の作成 

〇成果 横浜市立大学の先生方に発表会等で専門的な指導や的確な助言を受けることで、

質の高い課題研究を行うことができた。 
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〇ＳＬⅡ講師 

分 野 担当教員 

生命科学分野 内山 英穂 教授、大関 泰裕 教授、守 次朗 助教 

ナノテク材料科学・化学分野 橘 勝 教授、篠﨑 一英 教授、石川 裕一 准教授 

情報通信・数理分野 立川 仁典 教授、藤田 慎也 准教授 

地球科学分野 吉本 和生 教授 

グローバルスタディーズ分野 
滝田 祥子 教授、渡曾 知子 准教授 

石川 永子 准教授 

○発表会評価者

発表会 日 程 担当教員 

中間 

発表会 
９月３日（土） 

内山 英穂 教授  大関 泰裕 教授 

篠﨑 一英 教授  橘 勝  教授 

立川 仁典 教授  吉本 和生 教授 

滝田 祥子 教授  渡曾 知子 准教授 

石川 永子 准教授 藤田 慎也 准教授 

守 次朗   助教 

最終 

発表会 
１月 21日（土） 

内山 英穂 教授  大関 泰裕 教授 

篠﨑 一英 教授  橘 勝  教授 

立川 仁典 教授  吉本 和生 教授 

滝田 祥子 教授  渡曾 知子 准教授 

石川 永子 准教授 藤田 慎也 准教授 

守 次朗  助教 

Bio Forum １月 29日（日） 内山 英穂 教授 

YSF-FIRST ３月 18日（土） 
内山 英穂 教授  橘 勝 教授 

立川 仁典 教授  吉本 和生 教授 

ウ サイエンスリテラシーⅢ（ＳＬⅢ）…年間数回

〇対象 ３年次生の選択者

〇期間 令和４年４月～令和４年12月

〇成果 横浜市立大学チャレンジプログラムとの連携した取組等により、研究活動の成果

を大学進学につなげることができた。 

横浜市立大学チャレンジプログラム 合格者３名（内ＳＬⅢ受講者２名） 

〇担当教員 

篠﨑 一英 教授、内山 英穂 教授、大関 泰裕 教授、橘 勝 教授、 

立川 仁典 教授、吉本 和生 教授 
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(2) 横浜市大チャレンジプログラム

〇対象 ３年次生の選択者（３名）

〇期間 令和４年４月～ 令和４年12月 

〇内容 「先端科学技術の知識を活用して世界で幅広く活躍する人材」を横浜市立大学と

連携して育成するプログラム。横浜市立大学理学部へ進学を希望する横浜サイエ

ンスフロンティア高校の生徒を対象に、サイエンスリテラシーⅢ、学習成績など

の取組を総合的に評価し、将来のサイエンティストとしての資質が十分に認めら

れる生徒を３年次６月から12月にかけて横浜市立大学教員が継続的に指導を行い、

特別入学枠進学者７名程度を選抜することになっており、令和４年度は３名が選

抜された。 

(3) サタデーサイエンス

ア 横浜市立大学実習

〇対象 １年次生 

〇日程 ８月４日（木） 14:30～18:00 

イ 横浜市立大学キャンパスツアー

〇対象 １年次生 

〇日程 ８月４日（木）横浜市立大学実習のプログラムのひとつとして実施 

ウ 横浜市立大学医学部訪問

〇対象 １年次生 

〇日程 11月 16日（水）17:00～18:30 

(4) 理科教育を考える会

〇対象 横浜市立大学と横浜サイエンスフロンティア高校の教員 

〇日程 令和４年６月 13日（月） 17時 30分～18時 30分 

〇成果 今年度も昨年度に引き続き「理科教育を考える会」をオンラインで開催すること

により、高校と大学の教員同士が意見を交換する重要な場とすることができた。

ＳＬⅠ・Ⅱにおいて、多くの市大の先生方に指導助言者として関わっていただい

ている中、高大の教員が高校生の活動や大学側が高校に求める生徒像等について

活発に意見を交換し、多くの情報を共有することで、課題研究のより良い形態の

構築に向けた協力体制を深めることができた。また、コロナ禍で実施できなかっ

た市大実習について、今年度は開催の方向で進めることを確認した。 

日 程 内  容 会 場 

６月 13日（月） 

・SSH 科学技術人材育成重点枠の概要と本年

度の取り組みについて

・サイエンスリテラシーの今年度の方向性と

スケジュールについての意見交換

・市大チャレンジプログラムについての情報

及び意見交換

・今年度の市大実習について 他

オンライン開催 

金沢八景キャンパス 

横浜サイエンスフロ

ンティア高校 他 
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(5) 横浜市立大学への授業参加

今年度は応募がありませんでした。

(6) 横浜市立大学卒業論文発表会見学

市大チャレンジプログラム選抜生徒が現地で参加

月日 学部 参加者数 

令和５年 

２月８日(水) 
理学部（物質科学） ２名

令和５年 

２月 13日(月) 
理学部（生命環境） １名

(7) 附属中学校横浜市立大学訪問

〇対象 附属中学校３年生（80名）

〇期間 令和４年９月16日（金）

〇成果 横浜市立大学に進学した本校卒業生から、「市大チャレンジ」や「理数マスタープ

ログラム」の説明があり、その制度について詳しく知ることができた。また、キ 

ャンパスを案内してもらい、高校進学後にサイエンスリテラシーでお世話になる 

横浜市立大学について詳しく知ることができた。 
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４ 南高等学校 

(1) 出張講義

ア 分野別説明会

〇対象 １年生

〇日程 令和４年９月 22日(木) 14時 20分～16時 10分

〇成果 大学における各学部での研究内容について、理解を深めることができた。２年生

での科目選択や、卒業後の進路選択にあたり、幅広くかつ深い知識を得ることが

できた。 

日 程 内 容 担当教員 

令和４年 

９月22日(木) 

大学の各学部の特徴や入試制度等を学び、進路に対

する具体的な意識や学習意欲を高める講義を行ってい

ただいた。 

理学部 

篠崎 一英 教授 

イ 大学別進路説明会

〇対象 ２年生・３年生 

〇日程 令和４年６月９日(木)14時 20分～16時 10分 

〇成果 大学の学部等、各分野での研究内容について理解を深めることができた。今後の

進路選択にあたって、適切な判断ができる力を身につけ、進路選択のための素地

を養うことができた。 

日 程 内 容 担当職員 

令和４年 

６月９日(木) 

学問や職業を自己の問題としてとらえ、学習に対す

る意識や、進路に対する意識を高めるキャリア教育を

行っていただいた。 

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ課係長

奈良井 聡 様

ウ 進路学習部主催特別講義（高大連携講座）

〇対象 ２年生 

〇日程 令和４年 11月 17日(木)15時 20分～16時 10分 

〇成果 大学の教育内容に直接触れる機会を得ることで、探究活動への興味・関心が喚起

され、学ぶことの意義を理解することができた。また、将来の進路に対する視野

が広くなるとともに、意識も高まった。 

日 程 内 容 担当教員 

令和４年 

11月17日(木) 

大学における研究内容の具体を説明し、研究への興

味・関心を高める講演を行っていただいた。 

理学部 

竹居光太郎 教授 
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（2）横浜市立大学への授業参加 

〇対象 ３年生 ２名 

〇成果 大学の授業に参加することで、大学での学びについて具体的に描くことが

できるようになった。それにより、将来の進路希望が明確になるとともに、高校

における日々の学習に対する意欲も喚起された。 

授業 担当教員 

前期 
経営学入門 1ｂ（参加生徒１名） 

国際商学部

岩佐朋子准教授

前期 
病気を科学する（参加生徒１名） 

医学部

中澤正年准教授

（3）横浜市立大学卒業論文発表会見学 

〇日程 令和５年１月21日（土） 

〇成果 論文の発表会を見学することで、大学での実際の研究内容や学生のプレゼンの方

法などについてより具体的に知ることができた。またそれにより、高校での探究

活動に活かすことができた。 

〇生徒参加状況 

月日 学系（コース） 参加者数 

令和５年１月 21日（土） 国際商学部（経営） 14 名
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１ 令和４年度実績 

（１）目的 

新学習指導要領における情報教育の充実にむけて、情報に関する知識の広がりと活用へつなげ 

ることを目的とする。 

（２）実施日時・会場 

令和４年８月26日（金） 14：00 ～ 16:00 横浜市立大学 本校舎 107教室 

（３）参加者 

横浜市立高校情報科教員 10名 

（４）実施概要 

テーマ 「プログラミング教育の必修化に内在する課題について」 

講 師 山崎 眞見（データサイエンス学部長 教授） 

内 容 高等学校では新学習指導要領の年次進行が始まり、情報科は科目の再編から「情報Ⅰ」が新 

設され、その中でプログラミングが必修となっている。また、大学では、今後「情報Ⅰ」で 

プログラミング教育を受けた生徒を迎えることになる。その中で、それぞれの授業において 

情報教育担当の教員の抱える課題等を共有し、協議しその解決方法を考える。 

○「指導⽅法改善について」

・「情報Ｉ」の教科書の内容を踏まえて、授業を実施して気付いたこと困りごとを協議

○「プログラミングの指導⽅法について」

・横浜市立大学での授業の様子から高校の授業へのつながりを協議

○「文部科学省の生徒用例題について意見交換」

・教科書会社が準備した教材についての好事例等の協議

５ 情報科教員研修 
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令和 4年度 高大連携協議会委員 

 

＜横浜市立大学＞ 

委 員 相原 道子 学長 

委 員 中條 祐介 副学長 兼 国際総合科学部長 

委 員 遠 藤  格 副学長 

委 員 鈴木 伸治 国際教養学部長 

委 員 大澤 正俊 国際商学部長 

委 員 横山 崇 理学部長 

委 員 山崎 眞見 データサイエンス学部長 

委 員 寺内 康夫 医学部長 

委 員 吉泉 英紀 事務局長 

事 務 小林 謙一 学務・教務部長 兼 ダイバーシティ推進室担当部長 

事 務 田澤 紫乃 学長室室長代理 兼 学務・教務部教育推進課長 

事 務 照井 和尋 アドミッション課長 

事務局 佐藤 久美子 教育推進課 学術企画担当係長 

事務局 田中 智恵 教育推進課 学術企画担当 

 

＜横浜市教育委員会＞ 

委 員 鯉渕 信也 教育長 

委 員 木村 奨 教育次長 

委 員 山岸 秀之 総務部長 

委 員 石川 隆一 学校教育企画部長 

委 員 遠藤 広樹 高等学校校長会代表 

事 務 宮村 浩文 高校教育課長 

事務局 小島 孝道 高校教育課 主任指導主事 

事務局 漆畑 優紀 高校教育課 担当係長 

事務局   尾崎 真代 高校教育課 高大連携担当 

 

オブザーバー 佐々木 健一 横浜市立金沢高等学校長 

オブザーバー 小間物 晃弘 横浜市立横浜商業高等学校長 

オブザーバー 永瀬 哲 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校長 

オブザーバー McGary  Carl プラクティカル・イングリッシュ・センター長 

オブザーバー 和田 淳一郎 アドミッションズセンター長 
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